
ＩＣＴインテリジェント化影響評価検討会議 第１回会合 
 

構成員御提供資料（構成員限りの資料は除く） 

平成28年2月 
総務省情報通信政策研究所 

資料７   



 



資料7-3

自己紹介

2016/2/2
ICTインテリジェント化影響評価検討

会議
2

• ２００２年慶應義塾大学総合政策学部卒，２００４年京都大
学大学院情報学研究科社会情報学専攻修士課程修了，２００
７年慶應義塾大学法務研究科（法科大学院）修了。弁護士
（ひかり総合法律事務所）。

• ２０１０年４月より２０１２年１２月まで消費者庁に出向
（消費者制度課個人情報保護推進室政策企画専門官）。

• 情報ネットワーク法学会理事，情報処理学会電子化知的財
産・社会基盤研究会幹事，第二東京弁護士会国際委員会副委
員長，経済開発協力機構（ＯＥＣＤ）プライバシー専門家会
合構成員，経済産業省，総務省，観光庁等の有識者委員等を
現任。

• 主な取扱分野はデータ保護法，IT関連法，知的財産権法等。

• 人工知能（マルチエージェント）の研究室の連携の研究室にいました…



星新一『声の網』（1970年）

0 ある人が購買意欲を感じたと
する。その人は買物選択サー
ビス会社に電話をし，自己の
好みや予算を告げてから質問
する。「手もとにあるお金で
買い物をしようと思うのだが，
どんなものを買ったら楽しみ
を有効に味わえるだろうか。
参考のために教えてもらいた
い。」すると，そこのコン
ピューターが答えてくれるの
だ。
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West End Games 

“PARANOIA”(1984)

0「幸福は義務です
(Happiness is 

Mandatory.)」
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Steve Jackson Games

“Gurps Cyberpunk”(1995)
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0サイバーデッキ，ネットラ
ンニング

0「目覚める」コンピュータ

セキュリティと法

0 CIA

0機密性（Confidentiality）

0 情報に対する適切なアクセスコントロール

0完全性（Integrity）

0 情報等が完全かつ確実であること

0可用性（Availability）

0 許可された利用者が必要な際に情報及び関連資産にア
クセスできることを確実にすること

以下，岡村久道『情報セキュリティの法律[改訂版]』（商事法務，2011年）の整理を参照
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ICTインテリジェント化のセ
キュリティと法

0機密性・完全性・可用性それぞれのリスク

0 （ICTインテリジェント化に限らない）

0人工知能や機械学習特有のリスク

0 攻撃に気付かないリスク（攻撃する方にも同様の問題
がある）

0 セキュリティの対応コストの問題（IoTの標準化，ス
ケールメリット）

0※データ保護法領域は除いている
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ICTインテリジェント化の
機密性と法

0 1 刑法

0 2 プライバシー侵害

0 3 通信の秘密

0 4 不正アクセス禁止法

0 5 営業秘密の保護
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1 刑法

0窃盗罪（235条）

0 他人の財物

0横領罪（252条）

0 他人の物

0背任罪（247条）

0 他人の事務
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2 プライバシー侵害

0情報漏えい系のプライバシー侵害

0 AIの誤設計等に起因するプライバシー侵害
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3 通信の秘密

0 ICTインテリジェント化された端末同士の通信

0電気通信事業法4条・179条

0 「…通信の秘密は，侵してはならない。」

0電波法59条・109条

0 「…傍受してその存在若しくは内容を漏らし，又はこ
れを窃用してはならない。」
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4 不正アクセス禁止法

0「特定電子計算機」
0 電気通信回線に接続している電子計算機

0「識別符号」
0 パスワード，生体認証，ID＋パスワード等

0 ICTインテリジェント化された端末等が「電気通信
回線に接続」され，「識別符号」によるアクセス制
御機能があることが必要

0 ID+パスワードがローカル／サーバに保存されてい
る場合にアプリケーションを開くと違反になるか？
0 ゲスの極み事件
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5 営業秘密の保護

0不正競争防止法2条6項

0 「この法律において「営業秘密」とは，秘密として管
理されている（①）生産方法，販売方法その他の事業
活動に有用な技術上又は営業上の情報であって（②），
公然と知られていないもの（③）をいう。」

2016/2/2
ICTインテリジェント化影響評価

検討会議
13

ICTインテリジェント化の
完全性と法

0 1 刑法

0 2 完全性を欠く情報による精神的苦痛

0 3 携帯電話不正利用防止法

0 4 契約の成立
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1 刑法

0電磁的記録不正作出罪（161条の2）
0 「事務処理の用に供する…」

0 単なるAIの改ざんは含まれない

0電磁的公正証書原本不実記載罪（157条1項）

0電子計算機使用詐欺罪（246条の2）
0 「…人の事務処理に使用する電子計算機に虚偽の情報
若しくは不正な指令を与えて財産権の得喪若しくは変
更に係る不実の電磁的記録を作り，又は財産権の得喪
若しくは変更に係る虚偽の電磁的記録を人の事務処理
の用に供して，財産上不法の利益を得，又は他人にこ
れを得させた者は…」
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架空請求メール

0 AIを用いた劇場型詐欺

0メールを送った（メールが送られた）時点で実行の
着手，振り込ませれば既遂

0用いられるAIが高度になると同様の手口をインター
ネットで発見しづらくなる
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2 完全性を欠く情報による
精神的苦痛

0 AIの誤認識，誤判断による損害
0 大阪地判平成22年6月10日判タ1341号60頁

0 本件犯歴情報は，警察庁通達に基づきａ県警察の職員が登録したものと推認で
き，犯歴が事実無根の誤ったものであり，原告は誤った犯歴情報を登録される
という損害を被ったのであるから，その登録をしたａ県警察の職員には過失が
あったと認められる。ａ県警察の職員が過失により本件犯歴情報を警察庁情報
管理システムに登録したことは，通達を発出して都道府県警察の職員に犯歴情
報の登録を補助させていた警察庁の職員についても，過失によってこれを登録
させたものと評価されることになる。したがって，本件犯歴情報を警察庁情報
管理システムに登録したことについて，国の公権力の行使にあたる公務員が，
その職務を行うについて，過失によって，誤った犯歴情報を登録されるという
損害を違法に原告に加えたものと認められる（この損害の評価について，後記
４において検討する。）。この判断は，ａ県警察の職員の過失による行為が，
事柄の性質上当然に警察庁の職員の過失による行為と評価されることによるも
のであるから，本件犯歴情報が登録されたことを，警察庁の特定の職員が現実
に知っていたか否かによって左右されるものではない。
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3 携帯電話不正利用防止法

0 Q 携帯電話不正利用防止法とは，どのような法律なのですか？
0 A 携帯電話を契約するときの本人確認の義務付けや，携帯電話
やSIMカードを無断で譲渡することを禁止する法律です。

0 ○ 携帯電話不正利用防止法（※1）は，携帯電話事業者（※2）及び
携帯電話のレンタル業者に対して契約時・譲渡時の本人確認等を義務
付けるとともに，携帯電話の無断譲渡の禁止等を内容としています。
携帯電話の契約をする際には店頭で本人確認を求められます（※3）。

0 ※1 正式には「携帯音声通信事業者による契約者等の本人確認等及
び携帯音声通信役務の不正な利用の防止に関する法律」といいます。

0 ※2 PHS事業者も含みます。
0 ※3 データ通信専用端末の場合を除きます。

0 通信端末が膨大になった時にどのように管理するのか？
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http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_

tsusin/d_faq/faq09.html



4 契約の成立

0 AIを通じた意思表示

0 場合によっては相手方もAIを通じた意思表示

0 オークション，金融商品売買（アルゴリズム取引）

0錯誤や詐欺，消費者契約法違反等

0福山雅治の結婚で福山通運の株価が変動

0 AIによる成約をコントロール

0 風説の流布？
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ICTインテリジェント化の
可用性と法

0 1 刑法

0 2 データ消失と民事責任

0 3 ICTインテリジェント化されたシステムのシステ
ム開発紛争
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1 刑法

0電子計算機損壊等業務妨害罪（234条の2）

0 AI同士のインタラクションによる動作阻害・業務妨害

0不正指令電磁的記録作成等（168条の2）

0 AI「への」ウイルス

0 AI「による」ウイルス
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2 データ消失と民事責任

0レンタルサーバ，運用人のケースなど多数
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3 ICTインテリジェント化され
たシステムのシステム開発紛争

0通常のシステム開発同様の紛争（仕様書，要求定義
が明らかではない，プロジェクトマネジメント義務
…）

0オフショア開発，国際的なアウトソーシングの場合
の，国家セキュリティ的な問題
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国際大学グローバル・コミュニケーション・センター
准教授・主任研究員
中⻄ 崇文

ICTインテリジェント化に向けて

2015.11.09
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自己紹介

中⻄崇文(Takafumi Nakanishi)
国際大学グローバル・コミュニケーションセンター(GLOCOM)准教授／主任研究員。
博士(工学)。
■ 1978年12月28日生まれ、三重県伊勢市出身。
■ 2006年3月、筑波大学大学院システム情報工学研究科にて博士(工学)の学位取得。
■ 情報通信研究機構(NICT)にてナレッジクラスタシステムの研究開発、大規模データ分析・可視化手法に関する

研究開発等に従事。
■ 2014年4月、現職に至る。
専門
■ データ分析システム、統合データベース、感性情報処理、メディアコンテンツ分析。近年は、ビッグデータ分

析手法を通したデータ分析工学分野の創出、ソーシャルメディアコンテンツ伝搬モデルデザインに興味を持つ
。

Line ID: piano_lullaby
Twitter: @piano_lullaby
Facebook: http://facebook.com/pianolullaby
Homepage: http://www.glocom.ac.jp/researchfellows/takafumi_nakanishi



スマートデータ・イノベーション

スマートデータ・イノベーション
単⾏本（ソフトカバー）
中⻄崇文(著) 出版社: 翔泳社 (2015/2/13)
ISBN-10: 4798141372 ISBN-13: 978-4798141374

「データ分析」では得られない、真のビッグデータ活用とは?
気鋭のデータ・サイエンティストが、死蔵データを生むだけの「高い
買い物」でも、些末な「統計テクニック」でもない、真のデータ活用を
語ります。

現在の人工知能ブームはビッグデータがドライブする
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POSの普及 パソコンの普及 スマートフォスマートフォ
ンの普及

データ流通量の急
激な伸び

大型コンピュータ
全盛期

ビッグデータ

推論と探索
迷路、チェスなど

知識ベース
エキスパートシステム



「人工知能」においてなぜビッグデータが重要か？

• 元来、データがなければ人工知能は動かない

• ビッグデータ：
• 膨大で、様々な種類のデータがあり、それが時事刻々と更新される

• 今まで想定しなかったような膨大で、様々な種類のデータが人工知能で扱えるようになった
• 人工知能で新たな応用が生まれるようになった

5© 2015 GLOCOM  All rights reserved.

我々は人工知能で何ができるかを試されている

実はビッグデータの利活用が人工知能の進歩と密接に関係している

ビッグデータの波

インフラストラクチャの波
■ ビッグデータを保持・処理する技術
● Cloud Computing, Distributed Computing,  Map Reduce, Hadoop, Key 

Value Store, No SQL, BigTable, etc.

センサーデータ生成の波
■ RFID
● Suica, etc.

■ GPS
■ ケータイの進歩

データ利活用の波
■ データを積極的に使うことにより価値を創造

データ流通の波
■ データを交換するプラットフォームで価値を創造

6

エクスチェンジ



より日常からビッグデータが生成され
よりに日常に人工知能が介在する
• センサーによって様々なデータが時事刻々と大量に取得される

• ビッグデータ
• IoT(モノのインタネット)
• 我々の日常からデータが取得される

→我々の⾏動を把握することができる

• 人工知能によって日常に近い場所から生成されるデータを処理
• 人間により身近なところで人工知能の貢献

7© 2015 GLOCOM  All rights reserved.

新たなデータの利活用、人工知能の使い道を考える時代

そもそもデータによる価値創造とは？

価値があるってどういうこと？

意味のあるものに価値を⾒出す
■ 意味のないものは価値がないと言ってもいい

データから意味を⾒出す
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価値のあるものはコンテクストを語る

価値あるもの

意味あるもの

意味
コンテント コンテクスト

内容 文脈
明示的に表現されたもの 背景的に表現されたもの

コンテントとコンテクストの今と昔

意味
コンテント コンテクスト

説明 明示的に示されたもの
→商品、サービス自体

暗示的に示されているもの
→商品、サービスを利用する
背景

昔
技術の進歩、サービスの充実
が豊かさの象徴として、商品、
サービスが売れた。

消費者側にステレオタイプ的
な豊かな生活に対する憧れが
あった。

今
技術の発展が緩やかになり、
コモディティ化によって商品、
サービスで差別化ができなく
なった。

消費者は多様性が許容され、
商品、サービスを通してライ
フスタイルを伝えないといけ
ない。



スマートデータ

従来：
■ データを取得する目的がある
■ データが取得されればそれが情報となりうる
■ 情報、知識が固定化されている→資産

現在：
■ データが存在する、目的はともかく、データが生成し始める
■ 情報、知識が流動化になる
■ コンテクストを決めることによって使えるデータにする→スマートデータ

従来のデータ分析
「ビッグデータ」時代の
データ分析

母集団 母集団

データ分析対象

データ
分析対象

仮説に基づいて
サンプリング

母集団を推定
得られたデータの表す世界が真実

（母集団＝データ分析対象）

データは現実の写像だ

12



自然科学の発展の歴史

• 経験的事実、現象を対象として実証的に問題を解決するアプローチ

• 自然現象解明など

経験科学

(数千年前)

経験科学

(数千年前)
• 理論、モデル、数式を元に、問題を解決するアプローチ

• シュレーディンガー方程式、ニュートンの法則、マクスウェルの方程式など

理論科学

(数百年前)

理論科学

(数百年前)

• 多数の実験事実から問題を解決するアプローチ

• 自然科学(数学・天文学など除く)、⼼理学など

実験科学
(数百前)
実験科学
(数百前)

• モデルを構築し、計算機を駆使して問題を解決するアプローチ

• 計算機シミュレーションなど

計算科学

(数⼗年前)

計算科学

(数⼗年前)
• 最初からデータを分析することで問題を解決するアプローチ

• 「第4の科学」と言われる

データ
中⼼科学
データ

中⼼科学

ICT技術

数学／
高度な
実験装置

自然現象
の観察

13

データ中心科学とこれまでの科学との位置づけの違い

演繹的

帰納的

人間 ICT技術

経験科学 実験科学

理論科学 計算科学

データデータ
中⼼科学

大規模事
象・デー
タ

スーパーコンピュータ

データグリッド

小規模
事象・
データ

シミュレーション

サイエンスグリッド

e-サイエンス

モデル
↓

問題解決

データマネジメント

事実
↓

問題解決

モデルの
対象範囲内の
データ群

データの種類
は問わない
異種のデータ群

モデルが対象とする
実験・データのみを
対象

事実として、様々な
実験、様々なデータ
を対象

14



ざっくりとした統計と人工知能(機械学習含む)の違い

• 統計
• 与えられたデータの全体的な傾向を⾒る

• 例)平均値、中間値、etc.
• 異常値は排除
• マスマーケティングに最適

• なぜなら全体の傾向をみて、誰もに刺さる施作を打つために使える

• 人工知能(機械学習含む)
• 与えられたデータの個々の特徴を知る
• 異常値を検出
• ワントゥワンマーケティングに最適

• なぜならその人の特徴を抽出し、その人にあったそれぞれの施作が打てるから

15© 2015 GLOCOM  All rights reserved.

ざっくりとした人工知能ができる6機能

1. 探索（search）
2. 推論（inference）
3. 分類（classification）
4. 回帰（regression）
5. クラスタリング（clustering）
6. 次元削減（dimensionality reduction）

16© 2015 GLOCOM  All rights reserved.

つまり、人間の脳が持つ機能をざっくり分けると6種類ある



次元削減（dimensionality reduction）

• 問題を解くための「解空間」を小さくする技術
• 解空間とは、問題に対する解となり得る範囲
• 解空間小さくするということは、問題を解くための範囲を小さくする

→計算量を小さくする

• カクテルパーティー効果
• 1953年にコリン・チェリーによって提唱
• たくさんの人がガヤガヤと雑談している中でも、自分の興味ある人の会話であればはっきり

聞き取れるようなこと

• コンピュータは、与えられた全ての情報を逐次的に解いていくのは得意で
あるが、状況に応じて必要な情報だけを選んで、その情報のみについて解
いていくという緩急を付けた処理は苦手

• 「ディープラーニング（Deep Learning）」
17© 2015 GLOCOM  All rights reserved.

人工知能による自動化におけるキーワード

• 無意識化

• 非同期化

• 多様化

18© 2015 GLOCOM  All rights reserved.



データと時代の変遷

ストック フロー ストック フロー

新聞時代 テレビ・
ラジオ時代

パソコン時代
スマホ・
タブレット時代

ストックからフローへの移り変わり

• ビッグデータ：データが現実世界を表すだけに⼗分な解像度を手に⼊れた
• 現実と同じ連続性を⾒るのに⼗分なデータ量(時間軸、場所軸、etc.)
• 膨大なデータ量が⼀瞬で流れる

• ストック：保持されているもの自体の意味を考える
• フロー：時々刻々と流れるものの差異の意味を考える

• 例)
ストック(e.g.国勢調査)

•アンケート調査を統計によってデータの傾向を把握
(保持されているアンケート自体の意味を考える)

フロー(e.g.GPS)
•時々刻々と集まっていくるセンサーデータについて、機械学習などの人工知能技術によ
って、データの差異を検知
(GPS⼀つ⼀つの個々のデータの意味よりも、そのデータの変化が重要)

20© 2015 GLOCOM  All rights reserved.



人間の代わりにフローするデータを監視する

1日に2.5EBものデータがフロー
■ 人間が全てを吟味することができない

人工知能に重要なデータを検知してもらう

フローデータ時代の新しい感覚器官

人工知能の二つの重要な役割

Analyzer
■ データ・情報を分析して知識にする
■ 人間が気付かない知⾒を発⾒

Curator
■ コンテクストを持ち、データをある意味に捉えるための機能
■ 人間がこれ以上判断できない量のフローする多種多様の膨大なデータを情報化



データの取得が容易�人工知能の適⽤領域が増える
センサーの廉価化、高性能化によって環境にインタフェースを埋め込むこと

が可能になる
■ 無意識にデータを取得、コンピューティング
■ 無意識なコンピューティングによって、

「何」を考えることから「なぜ」を考える時代
■ モバイルからユビキタスへ

非同期な処理、人工知能の暗躍
■ いつどこで処理をされたかわからないが、

タイミングよく情報伝達が可能
■ 意識するということは人間にとって大変なこと

→無意識化によって創造に集中する
● 例) スポーツ選手

多様なアルゴリズム

人間の思考回路

自動システム
■ 素早く本能的に作用
■ 速い、連動的、熟練、無意識的

熟慮システム
■ ゆっくりと自覚的に作用
■ 遅い、演繹的、ルール的、意識的



人間を惑わすヒューリティクスとバイアス

アンカリング 数量的な決定の際に、示されている情報
に左右されること

利用可能性 手に⼊れやすい情報の方を優先して判別
してしまうこと

代表性 法則性がないのに法則性を⾒出してしま
うこと

現状維持バイアス 人間は全般的に現状に固執してしまうこ
と

損失回避バイアス あるものを失うときの惨めさは、同じも
のをえるときの幸福感の2倍に達するこ
と
フレーミング→損失を強調するか、利益
を強調するか？

実は人間よりもコンピュータがもう勝っている

コンピュータは疲れない、勘違いしない
■ AIはいつでもある⼀定の最適解を返す

我々はすでにいつデータ⼊⼒され、いつ計算された結果をいつ示されている
かわからない

■ 非同期

そもそもどういうアルゴリズムで計算されたかわからない
■ ブラックボックス

人工知能と共存することとは一体何か？
• コントローラブル？



人工知能と人間の共存

人間は必ずしも合理的に活動しているわけではなく、エラーをしながら生活

かつ、人間は必ずしも、合理的に活動することが幸せであるとは限らない

人工知能は人間にNudgeを与え、
選択をあたえることにより
感情的でかつ合理的な生活に進化する

Nudge

• 科学的分析に基づいて、人間に「正しい⾏動」をとらせようとする戦略
• もともと「ひじで軽くつつく」の意味

• Nudge
● iNcentives ― インセンティブ（選択者をどう動機付けるか）
● Understand mappings ― マッピング（選択とその結果との対応をどう示すか）
● Defaults ― デフォルト（選択者が選択しなかったときの結果をどうするか）
● Give feedback ― フィードバック（選択の結果を選択者にどう知らせるか）
● Expect error ― エラー（選択者の選択しそこないにどう備えるか）
● Structure complex choices ― 体系化（複雑な選択をどう体系化するか）

28© 2015 GLOCOM  All rights reserved.

人工知能(AI)

選択≒意思決定

リチャード・セイラー (著), キャス・サンスティーン (著), 遠藤 真美 (翻訳), “実践行
動経済学,”日経BP社, 2009.



人工知能(AI)でNudgeを実現する世界

• どのタイミングで人間にNudgeを与えるか
• 社会設計の重要性
• フィードバック

• Nudge多い
• 人間の関与 大
• 自動 小

• Nudge少ない
• 人間の関与 小
• 自動 大

29© 2015 GLOCOM  All rights reserved.

難しい問題でも練習すれば対応しやすくなる
ただし、
一般に利害が大きければ大きいほど練習する機会が少ない

まれにしか起こらない難しい選択はNudgeの有力候補？

機械の暴⾛

• 「機械が人間を無視して自⼒で⾏動をし始める」
• 究極のオートメーション？

• 機械化が進みすぎてもう既に普通の人間が手を出せない分野
• 例)

• HFT (超高速取引, High Frequency Trading)と呼ばれる機械による取引
•自動発注機能を有するコンピュータを使って、自動的に判断して、超高速、超高頻度で
売買を⾏うシステムによる取引
•米国市場を中⼼に2000年代半ばから活発に利用
•フラッシュクラッシュ

•瞬間的な株価の暴落
•1000分の1秒単位の売買はもはや人間では手に負えない
•コンピュータ同士が値動きを読みながら取引をする世界

30© 2015 GLOCOM  All rights reserved.



多様なアルゴリズム、システムの接続

• 汎用人工知能(AGI(artificial general intelligence))、スーパインテリジェ
ンス(Super Intelligence)

• ⼀つの特別な人工知能

• 多様なアルゴリズム、システムが混じりあう世界
• ブラックボックスなアルゴリズム、システム
• 多様な複数のアルゴリズム、システム

• ⼀つ⼀つは単純なアルゴリズム、システム

• 多様なアルゴリズム、システム同士が複雑につながった時、どのように作用するかは複雑
系
•ソーシャルネットワーク(人のつながり、多様性)�炎上

31© 2015 GLOCOM  All rights reserved.

複数の多様な人工知能がつながりともに共存した時、
人間はこの集団をコントロールできるか？

IoTが描く世界

現実世界

データは
フロー
し続ける

仮想世界

センサー

ソーシャル
メディア

ソーシャル
メディア

クラウド

ネットワーク

写像写像
M2M

Sensing

人工知能

Optimizing

現実世界での
よりよい
創造活動に集中

現実世界を暮らしやすく
最適化

コンピューティングの
無意識化、非同期化、多様性

データをスマートデータへ



まとめ

ビッグデータはパラダイムシフト
■ 新たな時代を創造する
スマートデータという新しい形
■ コンテクストによって価値が変わるデータ
人工知能はデータによってドライブする
■ 人工知能と人間との共創
■ Nudgeを人工知能が担う
● 人工知能による自動化の要素
■ 無意識化
■ 非同期化
■ 多様化

● Nudgeを生かすタイミングこそが社会設計必要

Thank you

Line ID: piano_lullaby
Twitter: @piano_lullaby
Facebook: http://facebook.com/pianolullaby
Homepage: http://www.glocom.ac.jp/researchfellows/takafumi_nakanishi

中西崇文(Takafumi Nakanishi)



多様なAIの台頭による
意図しない事象を引き起こす

問題

国際大学GLOCOM

准教授・主任研究員

中西崇文

資料7-18

概要

• ネット上で複数のインテリジェントICTが混在する
ことにより意図しない事象が存在するリスク
– ソフトウエアの性質(特にオープンソフトウエア)

• コピー可能性
– 簡単にインテリジェントICTをネットワーク上に動作させる人物に
なれる

• 代替機能開発容易性
– 簡単に亜種の開発ができる
– インテリジェントICTの多様性

(c.f. マルウエアのステルス性)

• 再利用可能性
– あるインテリジェントICTは他のインテリジェントICTのパーツとし
て用いることができる



コピー可能性

• 誰もがコピーして動作させることができる
–あまり知識のない人でもインテリジェントICTを動
作させる主体になれる

• コピーしたインテリジェントICTが起因となるセキュリ
ティインシデントに対応しない可能性

– OSやソフトウエアのバージョンアップなどから想像

代替機能開発容易性

• 高度なインテリジェントICTをゼロから開発す

ることは難しいが、オープンになったソースか
ら少し違う亜種のインテリジェントICTを作り出
す簡単さ

– コピー容易性と相まって、多様なインテリジェント
ICTが爆発的に増加する可能性



再利用可能性

• ライブラリのようなイメージ
• レガシーとなったインテリジェントICTを用いて
新たなインテリジェントICTを作り出すことに
よって、見えないネットワークリスクを生む

–知らないうちに問題のあるインテリジェントICTを
用いていたという可能性

• AWSの障害によって思ってもいなかったサービスがダ
ウンした例

多様性とネットワーク性

• インテリジェントICTは多様性とネットワーク性を
持つ
– 様々な種類の膨大な数のインテリジェントICTがネット
ワーク上に散在

• マクロ的に見て一つのインテリジェントICTのみで
処理が終わるわけはない
– あるインテリジェントICTの動作を察知・把握して、そ
れを踏まえて動作するインテリジェントICTも。。。

– ネットワーク構造を持ち、互いが互いの動作に依存
すれば、新たな複雑系を持つ



多様なアルゴリズムの暴走の例
フラッシュクラッシュ

• HFT (超高速取引, High Frequency Trading)と呼ばれる
機械による取引
– 自動発注機能を有するコンピュータを使って、自動的に判断し
て、超高速、超高頻度で売買を行うシステムによる取引

– 米国市場を中心に2000年代半ばから活発に利用

• フラッシュクラッシュ
– 瞬間的な株価の暴落
– 1000分の1秒単位の売買はもはや人間では手に負えない
– コンピュータ同士が値動きを読みながら取引をする世界
– 多様なアルゴリズムが株を売り買いしているため、全体として
何が原因で動いているかわからない新たな複雑系を形成
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ICTインテリジェント化影響評価検討会議
発表資料

2016年2月2日
国際大学グローバル・コミュニケーション・センター

客員研究員
林 雅之

資料7-21

1

●国際大学GLOCOM客員研究員
クラウド政策、オープンデータ等の情報通信政策等の調査研究

●NTTコミュニケーションズ 勤務
2012年7月からクラウドサービスの広報宣伝、マーケティングを担当

●ブログ ITmediaオルタナティブ・ブログ 『ビジネス2.0』
（3,０00日以上（８年以上）毎日更新）

●著書
「クラウドビジネス入門（創元社 2009.3）」
「オープンクラウド入門（インプレスR&D社 2012.9）」
「オープンデータ超入門（インプレスR&D社 2014.3）」

●ツイッターアカウント
@masayukihayashi @cloud_1topi

自己紹介



2

『スマートマシン 機械が考える時代』
（洋泉社）

発刊日:2015年10月22日

書籍『スマートマシン 機械が考える時代』

目次
【第1章】スマートマシン革命の幕開
【第2章】人間と競争・共創する「学習するマシン」
【第3章】次の産業革命の担い手となる

ロボットビジネス
【第4章】ドローンがもたらす「空の産業革命」
【第5章】⾃動⾛⾏⾞がもたらす社会イノベーション
【第6章】人間の機械化による身体機能の拡張

3

インテリジェントICT≒スマートマシンと
基本的なアーキテクチャー（イメージ）



4

インテリジェントICTとスマートマシン

■スマートマシン
人工知能を実装したロボット、ドローン、⾃動⾛⾏⾞などに代表される自
己学習機能を備え、自律的に⾏動する電⼦機械
社会における利便性向上や新しい産業の創出等、さまざまなメリットをも
たらす⼀⽅で、人の仕事を奪い、大量失業の不安も⽣み出す可能性を指摘

■ICTインテリジェント化とインテリジェントICT
ICT分野の急速な進展により、従来人間だけが⾏ってきた頭脳労働(認知、
判断、創造)について、人間が機械の支援を受けたり、機械がその⼀部また
は全部を代替する結果、人間社会の大きな変化を予想。
このような技術革新を「ICTインテリジェント化」、それを支える技術や
システムの総体を「インテリジェントICT」と定義
出所：「インテリジェント化が加速するICTの未来像に関する研究会」報告書 2015.6

ICTインテリジェント化には、
スマートマシンの影響大

5

インテリジェントICT実現のための全体構成（例）

マシン管理、センシング・認識（カメラ、レーダ、センサー、GPS等）

スマートマシン（ロボット、ドローン、⾃動⾛⾏⾞等）

クラウドサービス

ビッグデータ蓄積・分析

（モバイル）ネットワーク＜インターネット、VPN等＞

マシン向けミドルウェア・OS（ロボット、ドローン、⾃動⾛⾏⾞）

インテリジェントICT （機械学習、画像・⾳声認識、⾔語処理等）

分野別サービスアプリケーション（医療、農業、製造、サービス等）

エリアネットワーク（無線LAN、P2P等）eSIM

API API API
開発者

イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー

利
用
ユ
ー
ザ



ロボット

スマートマシンとIoTとの位置付けイメージ

6

超信頼性/低遅延の
マシン型コミュニケーション

＜スマートマシン＞

大量接続/低消費電⼒/低価格の
デバイス型コミュニケーション

＜IoT/M2M＞

⾃動運転⾞

ドローン

品質
重視

数量
重視 スマートホーム／ビル

スマートメーター

産業機器

社会インフラ

ウェアラブル

AIの実装⽐率の⾼いスマートマシンは、超信頼性や低遅延が求められるミッション
クリティカルに対応した⾃律的なコミュニケーション

異なる
NW要件

・エッジコンピューティング
・軽量プロトコル（MQTT等）

AIの
実装度

静動

＜インダストリー4.0＞

・5Gの低遅延用のNWスライス
・ダイバーシティ通信等

クラウド×ビッグデータ

AI
プラットフォーム

7

分野別活⽤モデル例



8

【利⽤シーン】
2020をみすえた⾼齢化社会におけるドローンやロボット、⾃動運転
⾞などを活用した⽣活支援

分野別活⽤モデル例（⾼齢化社会）

AIプラットフォーム

ソーシャル
ロボット

⾃動運転⾞による⾼齢者の移動支援
（病院、スーパーへの買い物等）

⾼齢者とのコミュニケーション、
移動支援、健康管理、⾒守り等

冷蔵庫の在庫や体調を判断し、
⾷料や薬などを配達

病院
スーパー

自動運転⾞

ドローン

⾼齢者

家族や病院に
健康状態を通知

地域⾒守り等

分野別活⽤モデル例（物流効率化）

9

複数のスマートマシンを、ネットワークを通じて、AIによる統合的な
制御(2025年ころの実現イメージ）

AIプラットフォーム

ロボット

物流センターでの
ロボットによる配送対応

スーパーで商品を管理し、
ドローンによる配送

自宅

本や⾷料等の
配達

自動運転
トラック

ドローン

物流センター スーパー

ロボット

物流センターでの
ロボットによる配送



分野別活⽤モデル例（災害⽀援）

10

複数のスマートマシンを、ネットワークを通じて、AIによる統合的な
制御(2030年ごろの実現イメージ）

AIプラットフォーム

ドローン

自動運転⾞ ロボット

被災地区A被災地区B

避難における最適なルート選定と、渋滞回
避のための⾃動⾛⾏、被災者の移動支援

被災現場の人命救助。瓦礫などの撤去
被災現場（特に危険地帯）の状況把握

空からの
被災状況等の通知

空からの
渋滞状況等の通知

AI Defined Machine

⾃律的なM2M/AI通信による協調・連携

被災状況を⾃律的に学習して、被災カ所を記
録し、通知。⾷料や薬、AEDなどの救急搬送

11

【教育分野の活⽤例】
個々の⽣徒の能⼒をタブレット学習などを通じて、AIが学習し、学⼒
に適した教育を⾏う適応学習「アダプティブ・ラーニング」
これまでの⽣徒の成績などのデータをもとに、履修すべき教科（良い
成績がとれる教科）をAIが予測し、アドバイスをする
「ディグリー・コンパス」

【医療分野の活⽤例】
臨床試験データなどを膨大なデータベースを参照し、これらのデータ
ベースを短時間で解析し、個々の症状を学習し、最適な治療法を医師
に提案

【農業分野の活⽤例】
ドローンなどによる⾃律的な農薬散布や、栽培状況の確認など
⾃動⾛⾏トラクターによる耕作の⾃動化

分野別活⽤モデル例（公共分野）



12

【政府・自治体の活⽤例】
インテリジェントICTの活用による政府や⾃治体業務の効率化、産業
育成・景気対策、リスク分析、オープンガバメントの推進など

・犯罪の予防（テロ警戒区域の予測）
・⾏⽅不明者探索
・災害支援（ロボット、ドローンなど）
・社会インフラ施設の故障カ所予測検知
・マイナンバーと連動したパーソナルマッチング
・就職支援
・景気予測
・年⾦サービスの⾃動受付
・住⺠サービス向上

分野別活⽤モデル例（政府・自治体）

13

【⼯場での活⽤例】
大型需要では対応できなかった多品種少量の⽣産ラインや狭い工場な
どに対応これまで人間が手作業でしていたラインに入り、人との協働
ができるアーム型のロボットの普及とAIとの連携

【３Dプリンターによる活⽤例】
３Dプリンターでのロボット等のハードウェアのオンデマンド製造に
による、AIとの連携による、業種や利用目的に応じたハードウェアと
AIと連携した分野別アプリの実装

【⼩売での活⽤例】
小売などのサービス業に店舗対応いて、売り場をとおりかかる人をセ
ンサーで感知した声をかけたり、商品の説明をするといったように、
顧客の好みにあった「ロボットの接客」という新しい顧客体験の提供

分野別活⽤モデル例（製造業・⼩売）
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【⾦融の活⽤例（ Fintech ）】
銀⾏や保険、マーケット、為替、クラウド・ファンディング、
など、あらゆるタイプの⾦融商品をサポートするアルゴリズ
ム登場による人間が介在しない状況下での経済取引の⾃動化

【スタートアップの活⽤例】
スタートアップ企業が、事業を⽴ち上げる際に、AIやロボッ
ト等を活用し、低コストで事業を⽴ち上げ、ビジネスを拡大
優秀な人材の採用や育成のコストを抑制

分野別活⽤モデル例（⾦融・スタートアップ）

15

【自動⾛⾏の活⽤例】
⾼齢者などのスーパーや病院の移動支援。公共バスやタク
シーなどの公共交通機関の移動手段。⾃動⾛⾏宅配などによ
る流通の効率化。⾼速道路などの⻑距離移動支援

【警備分野の活⽤例】
ロボットやドローンなどによる警備。⾞のナンバープレートを読み取
りによる盗難⾞の発⾒や、 通⾏人の顔とブラックリストに載っている
犯罪者の顔のデータとを照合した犯罪者の発⾒と警備員に通知

分野別活⽤モデル例（自動⾛⾏・警備）
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ICTインテリジェント化の影響の試算と
検討の⽅向性例（環境の整備）

17

ICTインテリジェント化における⾼度インフラ（例）

インテリジェントICTネットワーク
（AI Defined Infrastructure）

サーバー・ストレージ・データセン
ター・ネットワークをソフトウェアで
統合的に制御され、ICTインテリジェン
ト化による学習する抽象化インフラ

インテリジェントICT情報連携基盤API

ドローン ⾃動運転⾞ ロボット

ドローン
向けプラット

フォーム

⾃動運転⾞
向けプラット

フォーム

ロボット
向けプラット

フォーム

各種分野別アプリケーション
（災害・観光・⾼齢者・公共交通等）

・超信頼性/低遅延の
ミッションクリティカルなNW
・5Gの低遅延用のNWスライス
・ダイバーシティ通信 等



インフラのインテリジェントICTのイメージ

18

物理 論理（抽象化）

ストレージ

サーバー

NW

仮
想
化

仮想化されたサーバー・ストレージ・データセンター・ネットワーク
をソフトウェアで統合的に制御。ハードウェア抽象化と柔軟なコント
ロール機能（Software Defined Infrastructure等）の提供から
⇒AI Defined Infrastructureへの進展（⾃律的なNWコントロール）

A
I
化

システムの構築の⾃動構成
パターン化
トラフィックに応じた⾃動
構成変更、NWコントロー
ル等

システム運用状況等の⾃己
学習。⾃律的運用、故障予
知・検知、異常値対応、リ
スク制御、⾃動復旧等

ネットワーク、データセンター、クラウドなどのサービスの運⽤自動化
オペレーションセンター業務の効率化

19

• インテリジェントICTの⾼度化で⽣まれるトラヒックの総量予測
• ⽣徒への教育の影響（AIに負けない教育、AIを活用した学習等）
• ⾃動運転⾞普及による交通渋滞、交通事故軽減の影響
• 介護分野等、労働不⾜が深刻な領域の雇用改善の指数化
• 農業分野等の⾃動化、プロフェッショナル化による⽣産性評価
• 医療分野の活用において事前予防等、医療費削減の影響
• 製造分野における故障予測検知率等、⽣産性向上に寄与する指標
• 工場におけるロボットの普及（⾃動化）予測と雇用影響
• ⼀人暮らしの⾼齢者の⽣活における影響（⽣活＆⾃⽴改善度）
• インテリジェントICTがもたらす⽣産性向上と労働所得の相関関係
• 人間にしかできないコア業務の分類とコア業務への転換度
• インテリジェントICTと人間の「分業」の⽐率推移予測
• スタートアップ企業における活用とイノベーション創出の頻度
• ICTインテリジェント化がもたらす産業別経済インパクト
• 人間の機能拡張における⽣活支援あビジネス効率化などの影響評価

ICTインテリジェント化の影響の試算（例）
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• インテリジェントICTと連動したマシン利活用時におけるミッショ
ンクリティカルな情報通信ネットワークのあり⽅
（エッジコンピューティング、５GにおけるNWスライス、ダイバーシ
ティ通信等）

• ⾃動運転⾞やドローン、ロボットの異なるマシンが、インテリジェ
ントICT情報連携基盤APIを通じて、相互に通信し連携できるプ
ラットフォームの検証、標準化

• インテリジェントICTの利活用時の想定されるプライバシーやセ
キュリティリスクへの対応にあたっての検証評価

• インテリジェントICT導入を阻害する法制度や規制等の評価
• 海外の先進事例の調査による産業成⻑や雇用影響調査

ICTインテリジェント化の環境整備の検討の⽅向性（例）

21

ご清聴ありがとうございました
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「機械創作」の現状－音楽 
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「機械創作」の現状－写真 
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「感動」を解析できるか？ 
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その著作権は誰が握るのか 
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プラットフォーム寡占の検討課題（プロット案） 

 

弁護士 福井 健策 

 

１ メガ（超国家的）・プラットフォーム1による寡占可能性 

 

メガ・プラットフォームにおいては、一般に、次の 5 つの（時に相互に重複する）要素に

おける寡占ないし囲い込みの進行が考えられる。 

 

①ユーザーのアクセス及び滞留時間 

世界的に、インターネット・サイトのアクセス数上位は固定化の度合いを強めており、上

位 10 位以内では変動が全般に少ない。特に不動の 1 位である Google とその子会社で 3 位

の YouTubeは、ユーザーアクセス数を合計すると 5位以内の他の全サイトを合わせたより

多く、前者は検索エンジンにおいて世界市場の約 90％、後者は 1日 40億 PV超という、驚

異的な市場シェアを誇る2。 

 

②ビッグデータ 

圧倒的なユーザーのアクセスと滞留時間を握るメガ・プラットフォームは、彼らの投稿コ

ンテンツやつぶやきはもとより、その検索・アクセス・購買・移動履歴など全てのライフ

ログを収集する上で、極めて優位に立つ。収集された膨大なビッグデータは、整形され他

社に提供されることもあるが、コアなパーソナルデータは（法制上の規制もあって）外部

提供されることは少なく、各メガ・プラットフォーム内にのみ留保される傾向が強い。そ

れらは、次なるアルゴリズムを強化する上で決定的な要素となる。 

 

③アルゴリズム 

驚異的なスピードで増大を続けるネット上の情報は、既に膨大過ぎてユーザーは独力では

その取捨選択が出来ない。そのため、検索エンジンを代表格とする各種プラットフォーム

のアルゴリズムによる情報のランキング、及びリコメンデーションが情報選択において決

定的な役割を果たす。調査によれば、ユーザーは、ランキングされた情報の上位ごく少数

に集中する傾向が強く、また、（検索ワード候補も含む）「お勧めされた情報」や「皆が評

価した（とされる）情報」に強く依存して行動を決定している。 

                                                  
1 「プラットフォーム」は多義的な用語であるが、ここでは、SNS、投稿サイト、検索エンジン、ユーザ

ー評価を強みとする Eコマースサイトなど、多数のユーザーが参加することでその魅力と経済価値が高ま

る双方向のデジタルサービスを総称することにする。そのうち、米国発の Google, Apple, Facebook, 

Amazonのいわゆる「ビッグ 4」を代表格とする世界的な大規模プラットフォームを、ここでは「メガ（超

国家的）・プラットフォーム」と呼ぶ。 
2 以下、各データは 2013年のものが多く、出典は福井「誰が『知』を独占するのか」（集英社新書、2014

年）ほか。今後補充・アップデートの予定。 
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「情報の民主化」と表裏で進む、こうした「知の序列化」と「外部化」は、各国・地域の

文化ばかりか、ビジネス・教育・研究・政治や社会全般を大きく左右し得る。しかし、そ

れらを決定するアルゴリズムは、各プラットフォームが基本的にはビジネス上の動機に基

づいて、独自裁量で決定している。それはブラックボックスの中にあり、（ランキング対策

を防ぐためもあって）公開されることはほとんどない。 

 

④AIによる自動生成コンテンツ 

以上のように、既にビッグデータ（≒コンテンツ）はメガ・プラットフォームに集中しつ

つあるが、メガ・プラットフォームは更に、ビッグデータ利用が不可欠な人工知能（AI）

や周辺技術の研究・開発においても優位に立ち、現にこの分野に多額の投資を続けている。

AIが自動生成するコンテンツは今後急増を続けることが予想され3、メガ・プラットフォー

ムは激増するギガ・コンテンツもまた寡占する可能性がある。 

 

⑤情報のルールメイク 

このように、メガ・プラットフォームは情報の生成・収集・評価（序列化）・人々のアクセ

スとフィードバックという、いわば川上から川下までを一元管理できる最も有力な存在で

あり、ユーザーにとっての「外部脳」として、その行動決定に最も関与できる存在である。

それらは、情報に限らずあらゆる財とサービスの流通に既に密接に結びついており、いわ

ば超国家的な存在である。 

ユーザーの数や行動決定への関与においても、既にその規模は国家に匹敵する上、国境を

越えて活動するが故に特定国の法制に縛られにくく、また特定国の法権力に頼らない。前

者は、特定国の税制・消費者保護法制・個人情報や知的財産法制を免れやすいことを意味

し、後者は、彼ら独自の利用規約やアーキテクチャーで十分にユーザーの行動を規律でき

ることを意味する。例えば、特定のユーザー投稿を禁止する際に、彼らはそれが特定国の

著作権法や刑法に違反していることを証明し警察力に頼る必要はなく、単に投稿を削除し、

ユーザーのアクセスを止めれば足りる。そして、彼ら独自の「法」である利用規約やアル

ゴリズムその他のアーキテクチャーを独自の裁量で決定し（立法）、執行し（行政）、その

ルール解釈を行える（司法）。その意味でメガ・プラットフォームは、三権分立や民主政治

的コントロールを欠いた超国家的権力ともいえる。 

 

２．その功罪 

プラットフォームは、豊かで多様な情報へのアクセス（情報の民主化）を達成する上で、

不可欠の存在である。他方で上記のように、メガ・プラットフォームを掣肘できる存在は、

現在のところ市場原理しか存在しない。人々の消費行動が大きく少数のプラットフォーム

                                                  
3 福井「人工知能と著作権」INTERNET Watch http://internet.watch.impress.co.jp/docs/special/fukui/

20151201_732993.html参照。 

http://internet.watch.impress.co.jp/docs/special/fukui/20151201_732993.html
http://internet.watch.impress.co.jp/docs/special/fukui/20151201_732993.html


に依存するようになった場合、仮に市場が失敗するとそれを補正する仕組みが十分には存

在しない恐れがある。そのため、情報の民主化を真の意味で達成するための、セーフガー

ドの議論は不可欠となる。 

近年、欧州議会におけるグーグル分割決議4、個人データ保護法制や税制をはじめとするネ

ットワーク事業者への域外適用、独自プラットフォームとしての「Europeana」促進など、

グーグル対抗軸ともいえる諸施策を推進する EU の背景には、こうした問題意識が存在し

ていることは疑いない。 

 

３．対策案 

プラットフォームの効用を生かしつつ、その寡占によるダウンサイドを抑制するための対

策案としては、下記のものが考えられる。 

①プラットフォーム寡占の影響に関する研究推進 

②社会全体での情報リテラシー教育推進 

③寡占された情報（具体的にはプラットフォームが保有・利用するコンテンツほかビッグ

データやアルゴリズム）のオープン化推進 

④カウンターパートとしての国内プラットフォームの育成 

⑤AI 創作への著作権付与の見送りと、投資促進法制として限定的な知的財産権の導入是非

の検討 

⑥国際プラットフォームへの適正な独禁法制、消費者保護法制、消費税制などの適正な域

外適用の検討 

以上 

                                                  
4 http://jp.reuters.com/article/google-eu-idJPKCN0JB20T20141127 
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慶應義塾大学 

商学部・山本勲 

 

ICTインテリジェント化が労働市場に与える影響についての論点整理 

 

１．技術革新と雇用の関係 

 

 ICTインテリジェント化が労働市場に与える影響を予想する上では、技術革新と雇

用との関係についての歴史的・経済学的な経緯・研究の枠組みを踏まえることが重

要といえる。労働経済学では技術革新が雇用の間には代替関係（雇用喪失）と補完

関係（雇用創出）があり、産業革命以降、時代に応じて両方の関係がみられてきた。

その中で、注目されるのが1980年代以降の所得格差拡大に関する2つの研究動向で

ある。 

 １つは、技術革新が低スキル雇用の減少を招いたとするSBTC（Skill-Biased 

Technical Change）仮説であり、所得格差の拡大を説明するものとして注目された。 

 もう1つは、技術革新は定型タスクの労働を減らした一方で、非定型タスクの知的

労働（高賃金労働）とマニュアル労働（低賃金労働）を増やしたとするRoutinization

仮説であり、世界各国で観察されている所得分布の二極化（中賃金労働が減少し、

高賃金と低賃金労働が増加した現象）を説明できる。 

 

（1）代替関係（雇用喪失）と補完関係（雇用創出） 

 代替効果：「技術失業」（ケインズ）→雇用喪失 

 補完効果： 技術を用いた雇用の増加→雇用創出 

技術革新による経済成長→雇用創出 

 

（2）産業革命以降 

 代替効果：ラッダイト運動など 

  ※ 脱スキル化やモジュール化の進展→タスクの整理・分離→技術失業 

 補完効果： ブルーカラー（工場労働者）、ホワイトカラー（オフィスワーカー） 

 

（3）20世紀後半以降 

 所得格差の拡大（ミドルの消失と二極化） 

  ※「代替効果＞補完効果」の証左 

資料7-28 
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資料）Acemoglu and Autor (2011), Figure 1 

 

 技術革新との関係：学術研究「SBTC仮説からRoutinization仮説へ」 

・技術革新（コンピュータ化）による高スキル・低スキル間の格差 

～ Skill-Biased Technical Change (SBTC)：SBTC仮説 

→ ミドルの消失（Polarization）をどう説明するか？ 

 

 
資料）Acemoglu and Autor (2011), Figure 1 
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・Autorらの一連の研究：Routinization仮説（タスクと技術代替の関係） 

～ Routine vs Non-routine & Abstract vs Manual 

 技術代替：Routine（①） 

 技術補完：Non-routine abstract（②）とNon-routine manual（③） 

 → ①（middle）から②（high）・③（low）へのシフト 

       ※日本では池永（2009）で類似研究 

 

 
資料）池永 (2009) 図3 

 

 

２．ICTインテリジェント化の予想される影響 

 

 Routinization仮説では、技術革新が進んでも、低賃金ながらもサービス労働など人

にしかできない非定型マニュアル労働があったため、技術代替された労働者の「受

け皿」になっていた、という観察事実は特筆に値する。 

 今後、ICTインテリジェント化が進み、非定型マニュアルの労働でもロボットやICT

デバイスができるようになると、技術代替される労働者の「受け皿」がなくなり、

失業者の増加や極端な所得格差が生じるおそれがある。 

 

（1）代替されるタスクの増加 

 IT資本の価格低下（＝技術革新） 

 非定型マニュアル型タスクのロボット化・AI化 

・Frey and Osborne (2013)の研究 

→ 技術失業の「受け皿」の消失？新たな雇用創出の可能性？ 
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（2）グローバル経済 

 先進国 

・Non-routine manualタスクの技術代替⇒雇用喪失 

・Outsourceタスクのロボット化・AI化⇒雇用への影響小（雇用創出の可能性？） 

 途上国 

・Outsourceされていた雇用の技術代替⇒雇用喪失 

→ グローバルでみた格差の拡大？新たな雇用創出の可能性？ 

 

 

３．日本におけるICTインテリジェント化と労働市場 

 

 日本の労働市場では少子高齢化・人口減少の影響から、中長期的に労働供給制約が

生じることが懸念されており、すでに建設業や医療福祉業などで人手不足の問題が

顕現化している。 

 一般に、ICTインテリジェント化は、労働供給が増加している状況では技術失業な

どの弊害が懸念される。ところが、日本のように労働供給制約が生じている労働市

場では、ICTインテリジェント化が人手不足を補い、経済成長を促進する役割を果

たすことも期待できる。また、今後労働力としての活用が必要不可欠といわれる女

性や高齢者の仕事にロボットやAIを併用することは、労働生産性の向上にもつな

がり、ICTインテリジェント化と労働の補完的関係が生じる可能性も低くない。 

 ただし、日本の労働市場では定型的な仕事を行うことの多い非正規雇用のウエイト

が大きくなっていることは、ICTインテリジェント化の影響を考えるうえで、重要

な論点となりうる。1990年代から日本の多くの企業では、日本的雇用慣行が適用さ

れる雇正規雇用から、雇用保障の弱い非正規雇用への代替を進めてきた。その過程

では、正規雇用の担ってきた業務の一部を定型化し、非正規雇用に移管してきた。

このため、現在、多くの非正規雇用の仕事が定型タスクに分類されるものであり、

そうしたタスクはICTインテリジェント化の影響を強く受けやすいため、技術代替

が急速に進む可能性もある。 

 ICTインテリジェント化による雇用喪失が発生するかは、ロボットやAIの価格が労

働費用よりも低くなるか、また、代替可能な雇用がどの程度の量あるかがポイント

となる。非正規雇用の労働費用は安いため、価格面で考えると影響を受けにくいか

もしれない。しかし、量的には全雇用者の４割を占めるボリュームゾーンであるた

め、技術代替による利益を狙った開発が進み、結果的にICTインテリジェント化の

影響を大きく受ける可能性もある。 
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（1）日本の置かれた状況 

 労働力の減少＝労働供給制約 

「付加価値↓＝f（技術、資本、労働↓）」 

※労働力が増えている経済とは状況が異なる 

 論点 

① 生産要素の縮小をロボット化・AI化が補う可能性 

② 高齢者や女性の活用にAI化が貢献する可能性 

（補助介護ロボット、育児ロボット・技術など） 

※ロボット化・AI化と少子高齢化の親和性 

③ 労働保蔵特性によって技術代替のスピードが遅い可能性 

 

（2）日本的雇用慣行との関係 

 日本的雇用慣行の特徴 

・３要素：長期雇用・年功賃金・企業別労働組合 

    →新卒一括採用・企業特殊的人的投資（企業内訓練）・労働保蔵 

・階層化 

 コア正規雇用（Non-routine abstract：日本的雇用慣行適用） 

 その他正規雇用（Non-routine manual、Routine：日本的雇用慣行適用） 

 非正規雇用（Non-routine manual、Routine：日本的雇用慣行非適用） 

 ロボット化・AI化と日本的雇用慣行の適用範囲 

・コア正規雇用：これまで通り適用（人的投資→労働保蔵） 

→ 技術代替可能タスクがあっても労働保蔵によってスピードは遅い？ 

・その他正規雇用：ロボット化・AI化で特殊スキルが不要になれば非適用化 

→ 技術代替による失職の可能性 

→ 技術補完タスクがあれば、雇用の流動化（∵共通技術の使用） 

・非正規雇用：これまで通り非適用（技術代替→失職） 

     ※1990年代以降：deskilling→正規のroutineタスクを非正規で代替 

→ 技術代替による失職の可能性 

（非正規のタスクはそのままロボット化・AI化されやすい） 

 予想される労働市場 

   → これまで以上にインサイダー/アウトサイダーの格差・階層が明確化 
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４．その他 

 

 日本の労働市場の特性を考慮すると、ICTインテリジェント化は労働供給制約に対

処するための有効な手段として活用しながら、代替される労働者を少なくしていく

ことが重要と考えられる。 

 ロボットやAIに代替されないためには、労働者がAdaptabilityやCreativityを有する

ことが大事であり、そのための教育改革や働き方改革は必要不可欠といえる。 

 また、ICTインテリジェント化の弊害を社会全体で軽減するために、ICTインテリ

ジェント化の恩恵をどのように再分配するかを検討することも重要である。 

 

1) 教育の改革 

・AdaptabilityやCreativityの重要性 

2) 働き方の改革 

・タスクとスキルに対する認識（個人・企業） 

3) 技術革新に対する”規制”  

・16世紀の英国の事例：靴下編み機に対する対応（Frey and Osborne (2013)） 

・目的と手段：格差vs成長（底上げ）、法規制・社会規範？ 

4) 再分配の可能性 

・技術革新による生産性上昇からの富の増加＞失職・所得低下による富の減少？ 

  → 富の増加が上回れば再分配は可能（失職者は余暇を享受） 

・再分配の是非：効率性vs公平性 

・再分配の手段：社会・地域（社会保障）、企業（日本的雇用慣行？）、家族 

→ 年齢に基づく再分配システムの有効性？ 

 



高度なAI、ロボット、データをめ
ぐる懸念材料：オープン性概念

からの試論

渡辺智暁

慶応大学大学院政策・メディア研究科

資料7-30

2つのテーマ：
社会のオープン化と知のオープン化

１．人間にとって異質な存在が台頭するが、

既に社会にはいろいろと異質な存在が含まれ
ているので、大丈夫なのではないか？

２．知の生成と流通が、特定少数の大規模事業
者内に閉じてしまうとしたら、社会にとっては
損なのではないか？



全体としてのトーン

・手がかりが乏しい

・論点は広範・膨大

・多様な仮定をおける

→具体的でテクニカルな分析よりも、

多様な論点に適用できるような

抽象的な方向性を打ち出せないかと考えた

→（前回の会合でも重要な鍵になっていた）

「オープン化」の概念を展開する試論にした

３つの切り口と結論

１．ロボットの人間にとっての異質性

２．AIが生む洞察の知としての異質性
知としての不透明性

３．データをめぐる産業の不透明性

異質性→その程度の異質性なら大丈夫。

不透明性→実現するなら懸念材料かも。



１．ロボの人間にとっての異質性

ロボットは人間のように扱うべきか？
・意識や自由意思はないのでは？
→でも厳密なところは他の人間についてすら、
断言できないところもある

→厳密なところがどうであれ、それらを持ってい
るように扱って社会を営んでいる。

ロボットの異質性

・「個体性」を画定しづらい存在ではないか？

群れで連携している、遠隔地で記憶や判断力
を共有している、1体のロボを複数の頭脳が
分割利用している、等

→法人のあり方と似ているから、法人のような
扱いなら可能かも

つまり、権利や責任能力を認めるのに不適当
過ぎる、というほどではなく、異質なりに扱うこ
とにできるのではないか。（そうしたければ）



ロボットの異質性

ロボットによる介護、慰撫等はNGでは？
→機械・物なら、洗濯機や掃除機と同じく、OK
→存在者なら、尊敬の対象や慰撫の提供者に
は、虚構の人物も、ぬいぐるみも、動物もいる。

ロボットの異質性も突出していないのでは。

→人にとって他の人間は必ずしも理想の介護
者でもない。（介護する・されるのは大変）

ロボは特別警戒を要するほど異質ではない。

２．AIの生み出す洞察の異質性・
不透明性

・データ起点の知の異質性

理論的説明の伴わない「経験則」のようなもの

データの偏りについても不明

→真実を突き止める手続きとしては失格？



AI

・ICT関連なら生産性のパラドクスや景気循環
など、経験則先行はこれまでも多々あった。

・データの偏りは旧来の仮説検証型の研究でも
結構不明・問題

→手続き的に問題があるのは新旧両方。

※むしろ科学的な知の信頼の理由は、手続き
に収まらない、科学者の態度、集団としての
ガバナンスなどにあるのでは？

AI

ディープラーニング系だと、

人間から見て不可解な分析枠が生成・利用さ
れることもある

分析対象データも膨大で、扱いが理解しきれ
ないこともある

データと計算能力を持つ企業が主舞台？

特許も学会発表もあまり出てこないかも？

→信頼に足る知を生むガバナンスは可能？



３．データ産業の不透明さ

・大企業独占かも？

規模の経済（データ収集・分析が競争力に）

一部でネットワーク効果による一人勝ちも

→放置してよい独占もある

多少有害でも、介入すると事態を悪化させる
（政府の失敗）もある

→事業・市場の性質や介入の選択肢等の具体
的検討がまずは必要。（よくある話）

データ産業の不透明さ

・範囲の経済があるのでは？

広範囲のデータを集めほど競争力に

計算能力も様々に活用できる

・データは組織間の壁を越えにくい、共有や提
供を渋る、買い手も売り手も値段を決めにく
い（取引の法的・心理的・経済的な障壁）

→コングロマリット化が生じないか？

特定少数の企業だけがデータを扱う経済



データ産業の不透明さ

・知の利用や流通が少ない社会になるか？

ガバナンス的にそれで大丈夫か？（先述）

データも、AIも、ロボットも汎用性が高いのに、
特定少数の企業だけだと、用途も発想も限ら
れてしまうかも。

（社会の逸失利益が大きいのでは？）

→これでも大丈夫なのか、懸念材料。

３つの切り口

１．ロボットの人間にとっての異質性

２．AIが生む洞察の知としての異質性
知としての不透明性

３．データをめぐる産業の不透明性

異質性→その程度の異質性なら大丈夫。

不透明性→実現するなら懸念材料かも。



はじめに 

本稿では、高度な AIを備えたロボットをめぐる課題を論じる。AIもロボットも

さまざまなものがあるが、ここで想定するのは、データと、アルゴリズムと、

駆動系を含んだ物体が組み合わさっているようなものである。シンギュラリテ

ィについては、意識はしたが、そのような事態が訪れる以前の課題を探ること

に力点をおいた。 

考察にあたっては、筆者の主要な研究テーマのひとつを活用する形で進めた。

オープン化やオープンなイノベーションに関して得た知見である。非常に単純

化して言えば、ICTの発達・普及した社会においては、従来よりも広い範囲の人

が意思決定のプロセスへの関与が安価・簡便になる。それが従来よりも優れた

決定につながることがある、ということに注目している。また、そのような可

能性があるにも関わらず、人はしばしばオープン化を躊躇することがあるとい

う点にも関心を持っている。本稿では、具体的には大きく分けて3種類の課題に

ついて検討を加えた。ひとつは人間が高度な AIを備えたロボットを社会のさま

ざまな文脈で受容することの見込みやその是非について（１－３）、もうひとつ

は、人の判断に由来しない知が人間社会で果たすべき役割について（４）、3つ

目はこのような AIとロボットの複合体の開発におけるオープン性について（５）

である。４は科学哲学や科学社会学に、５は情報通信分野の経済学に答えを求

めることができるように思われるが、（１－３）は特定の学問分野によって扱わ

れる問いではないように思われる。 

１．ロボットは人間のような存在になるか？ 

ロボットを人間と比較する議論については、さまざまな観点があり、興味深い

と同時に、違和感を覚えるような論も少なくない。高度な判断を任せるにふさ

わしい機能を備えるロボットは人間のようにになるか、意識・自意識や自由意

思を持つようになるか、ひいては、それ故に何か責任の主体や権利を認められ

る主体になりうるか、といった議論がある。これらの点はロボットが社会にお

いてどのような位置を占めるべきかを考える上では重要ではある。そこで、そ

のいくつかについてまずはごく簡単にとりあげて、筆者の考えるところを述べ

てみたい。 

ロボットが何かの意識を持つかどうかという点については、すでに2014年度の

インテリジェント ICT検討会でとりあげられている。1 意識という言葉の定義に

                                                   
1 インテリジェント化が加速する ICT の未来像に関する研究会 (2015) 『報告書』
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もよるが、人は他人が意識を持つかどうかについて確証を得ることはなく、他

人が意識を持つかのように前提し、振る舞っていると筆者は考えている。下條

氏の意見にこれに近いものを見た。
2 念のために断っておけば、筆者の個人的な

感触は、ロボットやコンピュータが何かを「判断する」とか、何かを「認識す

る」とか、「理解する」というのは、比喩的な意味で使っている言い方に過ぎな

いのであって、意識や自意識についても当然、比喩的な意味を超えた性質とし

てロボットに備わることはない、というものだ。だが、その根拠を考えていく

と、そもそも他の人間の意識が存在することについてすら、不確かな根拠の積

み重ねしか持ち合わせていないという事情に突き当たる。 

ロボットが責任能力を持つかどうか、という点についても、同様に考えること

ができるように思われる。責任能力の構成要素には（成人並みの）判断力と能

動性があると思うのだが、哲学的には、人が自由意思を持っているかどうかに

ついては決着がついていない。だが、そのような根拠のなさとは別に、人は自

分や他人が自由意思を持っているかのように振る舞い、扱っている。というこ

とは、ロボットについても、それが原理的に自由意思を持っているかどうかを

ある程度以上追及することなく、そのように扱うこともできるだろう。 

ここまでは、法律的な含意を意識しつつ、（高度な AI を備えた）ロボットを人

に見立てることの可能性に関する議論をしたが、より社会的な文脈を想定して

考えることもできる。人を介護し、慰撫する存在としてのロボットは、長らく

議論がされてきた分野であり、介護を受ける側がそれを受容していることを示

唆する研究も増えつつある。
3 仮にロボットが高度な AI なども持ち合わせてお

らず、洗濯機や掃除機や冷蔵庫程度の存在であれば、人の暮らしを快適するの

にそれらの機器を用いることについて、大きな議論は成立しないだろう。時代

によっては、何か特定の行為について、それを機械任せにするのは愛情を欠い

た行為である、怠惰である、といった議論にはなるかも知れない。 

仮にロボットが意識や責任能力を持っているということを前提にしないとした

                                                                                                                                                     
http://www.soumu.go.jp/main_content/000363712.pdf 
2 下條信輔 (2014) 「補論� ロボットは意識を持ち得るか？ ・・・意識があるように振る
舞うロボットの登場」pp.66-68. インテリジェント化が加速する ICT の未来像に関する研
究会 (2015) 『報告書』http://www.soumu.go.jp/main_content/000363712.pdf 
3 Broekens, J., Heerink, M., & Rosendal, H. (2009). Assistive social robots in elderly 
care: a review. Gerontechnology, 8(2), pp.94-103; Fischinger, D., Einramhof, P., 
Papoutsakis, K., Wohlkinger, W., Mayer, P., Panek, P., Hofmann, S., Koertner, T. , 
Weiss, A., Argyros, A. & Vincze, M. (2014, in press). Hobbit, a care robot supporting 
independent living at home: First prototype and lessons learned. Robotics and 
Autonomous Systems. 



ら、そのような「モノ」に人を介護させ、慰撫させるというのは、一面では違

和感を感じることだろう。だが、実際にそれを事情を知りながら受け入れてい

る高齢者が少なくないことも
4
、軽んじるべきではないだろう。

5 人は、虚構の

存在であると知りながら物語の登場人物を尊敬することもあるし、ぬいぐるみ

とわかっていながらその物から慰めや安寧を得ることもある。それは正される

べき錯覚というよりも人間的な感覚であると言ってもよいように思う。逆に、

ぬいぐるみをモノとしてしか扱わない人が、生ごみと一緒に捨てたり、ごみ袋

に収納しやすいようにハサミで切り刻むことにためらいのを見ると、不快感を

感じる人もいるだろう。
6 人はその程度には中途半端な存在であり、その中途半

端な感受性によって、生身の人間以外のさまざまな存在が社会の一部を構成し

ている。 

もうひとつ、人間は介助犬という形で犬に一定の社会的弱者の介助を委ねてい

る。これについても「人間が行うべきである」という議論も成り立つところだ

が、現代の日本では受け入れられていると言ってよいだろう。近年では犬やそ

ほかの動物を使って心身の健康を改善するような試み（Animal Assisted 

Activities や Animal Assisted Therapies）も広がりつつある。ここには、人

間ではなく犬であるからこそ効果が出る側面などもあるように思われる。
7 

                                                   
4 自閉症スペクトラムの者を対象とした AATのメタ分析を通じて、特に犬の有効性を確認
している研究に以下がある。 Nimer, J., & Lundahl, B. (2007). Animal-assisted therapy: 
A meta-analysis. Anthrozoös, 20(3), pp.225-238. 他に、広く健康への効果をレビューした
ものに以下がある。Barker, S. B., & Wolen, A. R. (2008). The benefits of 
human-companion animal interaction: A review. Journal of veterinary medical 
education, 35(4), 487-495. 
5 認知症を持つ者に対してこれを用いることは、「ロボットと知りながら」という事情が成
立しない場合もあることから、同一視はできないと考える。高齢者の場合にも同様にロボ

ットについての誤解が起こりうるという議論は少なくないが、これは高齢者のリテラシー

にもより、時代とともにそのレベルが変化することも考えれば、大きな問題ではないと考

える。同旨の主張をしたものに以下がある。Coeckelbergh, M. (2015, in press). Care robots 
and the future of ICT-mediated elderly care: a response to doom scenarios. AI & Society. 
6 ロボットの破壊行為について破壊を担当する被験者が抱く感情を研究したものとして、以
下がある。それによると、ロボットの知的機能のレベルが高いと被験者は不快感（同情、

道徳的問題など）を感じる傾向が高まる。Bartneck, C., & Hue, J. (2008). Exploring the 
abuse of robots. Interaction Studies, 9, pp.415–433. また、実験を通じてロボットと人間
それぞれへの共感レベルを比較してロボットに対しても、人間ほどではないが共感が生じ

ることを報告し、精神疾患を持つ者への便益や高齢者（認知症患者を含む）への便益が多

く確認されていることを報告したものとして以下がある。Rosenthal-Von Der Pütten, A. 
M., Schulte, F. P., Eimler, S. C., Sobieraj, S., Hoffmann, L., Maderwald, S., Brand, M. & 
Krämer, N. C. (2014). Investigations on empathy towards humans and robots using 
fMRI. Computers in Human Behavior, 33, pp.201-212. 
7 ただし、動物であることが重要であるかどうかに疑問を呈した研究もある。Marino, L. 



もとより、人は生身の他人を相手にしている時であっても、幻想や思い込みを

排除できているわけでもなく、それがその相手への好悪を左右していることも

ある。ぬいぐるみへの愛着とはだいぶ程度は違うが、錯覚を正すことだけを突

き詰めていくと、人間の現に営んでいる人間関係とはまた違うところへ行って

しまう、という意味では共通点がある。そのような人間関係や社会のあり方の

追及に意味がないわけではないが、ロボットが人間社会に受け入れられる余地

を考える上では大きな論点ではないと考えてよいだろう。 

このように考えてみると、ロボットがどのような性質・特性を持っているかと

いう工学的な側面だけからは、人間がロボットをどう扱うかは決まらないよう

に思われる。そこにはある程度の文化や心理の働きがある。政策や制度のはた

らく余地も、多少はあるだろう。とはいえ、ロボットの性質や特性を無視して

人間の都合のいいように決めることができる、というわけでもない。やはり多

くの人が「これは人とはだいぶ違う」と感じるようなロボットもあるし、それ

が乗り越えがたい形で立ちはだかってそのロボットを人のように扱うことがで

きない、ということは十分に起こりうる。だが、ロボットの社会的な扱いを決

める際に、工学的な性質だけを考えることは、不十分であるように思われる。 

２．ロボットを人間のように扱うべきか？ 

では、われわれはロボットを人のように扱うべきだろうか？	
 これについては、

2つの大きな懸念材料があると考えている。ひとつには、そもそもロボットが「個

人」や「個体」といったくくり方に馴染まない場合が多くあるために、そのよ

うな扱いをすることが不適切なことが多いのではないか、と考えている。もう

ひとつ、それが「人」に似た姿をとることが必ずしも望ましい結果ばかりを生

むわけではないことが気になっている。この2点について以下に検討したい。 

AI が個体と呼べるような単位性を帯びるとしたら、物理的な物体としてある程

度完結性を備えている場合だろう。だが、ロボットがそのような形態をとらな

い場合も多くあると思われる。 

既にスワーム型のロボットの中には、「群れ」のようなレベル一体性をなすよう

                                                                                                                                                     
(2012). Construct validity of animal-assisted therapy and activities: How important is 
the animal in AAT?. Anthrozoös, 25(sup1), pp.s139-s151. もっとも、犬型ロボット
（AIBO）と犬を用いて孤独感に対する効果を調査し、いずれもが有効と報告したものなど
もある。Banks, M., Willoughby, L., & Banks, W. (2008) Animal-assisted therapy and 
loneliness in nursing homes: Use of robotic versus living dogs. Journal of American 
Medical Directors Association. 9(3), pp.173–177. 



なロボットも存在している。また、顔の識別などの機能ひとつをとって考えて

も、単一のデータベースや解析のアルゴリズムを複数のロボットや（ロボット

のような駆動機構を持たない）システムが共有するということも考えられそう

だ。被災地のサーベイランスをするにも、個別のロボットが個別の局所情報を

収集・整理するのではなく、それらを統合するデータベースに格納し、その全

体に基づいて行動を決め、役割分担などもするのではないだろうか。 

もう少し違う例を挙げれば、空港のような巨大な施設に点在する諸部分が一体

的に機能する可能性を考えることができる。利用客の流れや外部の温度や日照、

各種混雑具合やそのほかオペレーション上の状況などの情報を収集する諸部分

があり、それを参照しながらサポートスタッフの配置、温度調節、ブラインド

の開閉、エレベーターの動作アルゴリズム、アナウンスや案内表示の内容など

を変更し、利用者の快適さや利便性を向上させるというような場合、われわれ

はセンサー付き自動ドアやトイレから案内板やブラインドやエレベーターまで

を含むようなシステムを「人」のように扱うことができるだろうか。 

場としての一体性を感じることが難しいような例を想像することも、もちろん

できる。物流システムが散在する拠点それぞれの在庫状況、配送先・受取り先

の発注状況、混雑状況や気象予報、稼働中の輸送用トラックの位置や取り扱い

品などを踏まえてオペレーションの計画変更を行い、それに伴って各自動運行

型トラックの経路変更や、拠点内での在庫品の移動などを行うとする。ここに

は情報を収集する部分と、それを処理して判断する部分と、その判断に基づい

て物理的に作動する部分とがあるが、これらをあわせたものが単一の「個体」

であると考えることは、簡単ではないだろう。 

ここまで挙げてきた例は、それでもシステムが空間的に離散した物体をつなぐ

形で存在すると言えるような例ばかりである。その枠を外れて、単一の物体を

複数のシステムが共有するということも考えられる。緊急時には警察や消防な

どのセンサー網として、彼らの指示を受けて動作する物体として振る舞うこと

などは比較的想像しやすい。あるいは、外形的には単一の物体の中に、メッシ

ュネットワークを担うインフラ的な機能と、空港の運用・管理システムに属す

る部分とが共存している、といった事態も考えられる。クラウドコンピューテ

ィングの世界では、すでにひとつの仮想 PCのように操作できるものが複数の PC

から成っていることもあれば、逆に単一の PCの処理能力や記憶容量を複数に分

散して提供していることもある。ロボットの世界にもこのような原理が持ち込

まれ、一体ある物体がどのシステムに属するのか、ということが一意に決まら

ないということも起こって来る可能性は想像に難くない。 



一般的に言えば、高度な情報処理を伴うロボットは、固体としては連続してい

ない別の物体と、無線通信などを通じて連携・協調して一体的に動くことがあ

りうる。そういう対象についてどのように「個体」や「個人」という概念をあ

てはめることは難しい場合があろう。それに加えて同一の物体を複数のシステ

ムが共有するといったことも起こりうることから、ある物体がどの個体の一部

をなしているのかがあいまいになるということもあろう。粘菌のような示唆に

富む例はあるにせよ、これらは基本的に人間やそのほかの生物にはあまり見ら

れない特徴である。 

実際に高度な判断機能を備えたロボットが、物体としては離散的なあり方をす

ることになるかは、通信、データ処理、記憶容量の相対的な価格・機能と要求

されるタスクによって左右されることになるのではないかと思われる。要求さ

れるタスクが、局所的な情報を元に行動するようなものであって、広域的な情

報を考慮する必要がない場合には、個別の物体の中に閉じた、個体性の強いロ

ボットが合理性を持つことになろう。工場の生産ラインで稼働するロボットは

この類のものも多いだろう。あるいは、広域的な情報が安定しているなどの理

由で、あらかじめ個体の内部に保存しておくことで対応できる可能性もあろう。

（著作権のような法的権利との関係やセキュリティとの関係でこれが難しい場

合も考えられる。そして、通信帯域の性能が高く、価格が低ければ、データは

遠隔地に集中管理されているということも考えられる。） 

もっとも、法律上の法人の概念は、こうした問題の多くに対応した概念になっ

ているようにも思われる。法人は具体的には複数の人間から構成されており、

物体としての個体性は持っていないし、物体のありかたとしては離散的である。

その人間は執務時間以外には法人の一部ではない者として振る舞う。単一の人

間が複数の法人に属することもある。このように考えると、ロボットを法人の

ように扱うことについては、それほど無理がない。個人のように扱うよりもそ

のような扱いに馴染むのではないか。仮に責任能力を認め、保護されるべき権

利などを認める場合にも、法人に類似する在り方をしている者だと思えば、つ

じつまを合わせやすい部分が多いように思う。 

もうひとつ、ロボットを人間のように扱うことに関する懸念材料がある。ロボ

ットをヒューマノイドのように製作し、その達成度が高すぎる場合に、意図せ

ぬ誤解が生じ、消費者に誤認を与える、詐欺まがいの事態が成立する、といっ

たことが起こりやすい可能性がある、というのが懸念である。このような可能



性はオンラインエージェントについてすでに指摘されている。
8
ロボットにもあ

てはまるのではないかと思われる。 

今のところは AIが人間とのコミュニケーションにおいて実用に供されるのは文

章（自動生成されたスパムメール）や音声程度であって、表情や身振りの点で

は人間に似たレベルのロボットが実用化されるのはまだ先だろう。だが、窓口

の向こうの係員や電車の車掌室に見える後姿のような限定された状況であれば

十分に人間に似たロボットが使えるかも知れない。ビデオチャットの画面の向

こうで質問に答えるロボットが十分人間に似て来るのもそう先のことではない

かも知れない。だが、そのシステムは緊急事態を告げたり助けを求めたりする

人間の語り掛けに反応できないかも知れない。また、人間が行う場合には法的

規制に服する必要があるようなコミュニケーション--たとえば法律上のアドバ

イスや投資に関するアドバイス、薬品の効果や特定の食品の健康への影響につ

いての説明、気象予報などに相当するような情報の提供--を、質問や依頼に対

応する中で行い、それが十分な警告や関連情報の開示などを含んでいないとい

うことも起こりうる。これを利用者である人間側が人間の専門家によって提供

された情報や助言と誤認する場合には、問題が起こり得るだろう。 

この問題は、人間がフロントを務めつつ裏では返答の内容を AIが全て決定する

場合などを想定すると更に難しくなるように思う。将来的には、ロボットが人

間の一部を構成するようなサイボーグ化がどのように進展するか、ロボットが

人間との契約行為などをどの程度担うことになるか等によっても、出すべき答

えが変わってくる部分があるかも知れない。ただし、一般論としては、この懸

念に関しても、適切な情報開示がされていればよく、人間のように振る舞うこ

と、人間に似た姿を持つことなどについても規制をする必要まではないのでは

ないか。ただし、人間は合理的な意思決定が得意とばかりも言えない存在であ

り、ロボットのコミュニケーションには単なる情報提供や助言の類を超えて、

脅しや洗脳のようなものまで幅広く様々な手段が含まれることになろう。それ

らについては、ロボットについて特別に禁止をするべきものがあるかは自明で

はないが、既に人間が映像や音声や人間を用いて様々な心理操作をしてきたこ

とも考えるなら、人間や法人のコミュニケーションの在り方に関する規制と同

類のものを適用すればおおむね事足りるのではないかと思われる。 

以上までで、高度な判断機能を備えたロボットの扱いについて、次のように論

                                                   
8 Heckman, C. E., & Wobbrock, J. O. (2000). Put your best face forward: 
Anthropomorphic agents, e-commerce consumers, and the law. In Proceedings of the 
Fourth International Conference on Autonomous Agents, pp.435-442. ACM. 



じてきたことになる。人間とは工学的に特性が異なるという点（意識や自由意

思）に関しては、本質的には異質であるかも知れないが、人間は本質に必ずし

もこだわらずに関係を構築する傾向もある。また、人間のように扱わない方が

よいのではないか、という懸念についても、法人程度の扱いであればそれほど

無理がなく、あるいは人間ではないことを明示すれば無理がないのではないか。

より単純化して言えば、ロボットは人間にとってはそこまで異質な存在ではな

く、ロボットが備えている程度の異質性であれば人間は既にこれまでの社会生

活の中で直面し、取り扱ってきたのではないか、ということである。 

３．人間と人間の関係について 

補足的に、そもそも人間は人間をそれほど素晴らしい存在だと思っているわけ

ではない、ということにも触れておきたい。 

ロボットが介護や慰撫など心身のケアをすることの是非を再び題材に考えてみ

る。人の介護は、場合によっては、いつ終わるかがわからない長期的な営みで

ある。歩行や着替え、嚥下や排泄、寝返りに困難があるような人の世話であれ

ば、職を維持することもできないほどに介護者の身体を頻繁・長時間拘束する

ということも十分ある。介護をめぐるうつや殺人・自殺は報道があるが、もっ

と被害度合いの小さな、ネグレクトや嫌がらせ等の類がより多く発生している

ことも想像に難くない。介護をする側も辛い気持ちになるのであれば、なるほ

どそれも人間的な反応だろうが、そういう人間に、人はどこまで介護されたい

だろうか？もっとも、これは介護に特有の問題ではない。子育てであれ、夫婦

関係であれ、多くの人間関係は良好に維持することは簡単であるとは限らない

し、不快な経験も起こる。
9 

人間関係は、衝突や葛藤を乗り越えることにこそ価値があり、実際にそうした

経験から強い絆を育むことも、相手への理解を深めることもある。大きな満足

感や達成感、充実感、相手への親愛の情などをもたらすことももちろんある。

そのように考えると単に不快な思いをしないことだけが幸せだとは言いがたい、

あるいは健全な生き方とは言いがたい、という考え方にも、説得力がある。た

                                                   
9 たとえば、ロボットによる介護は、人間によるものとは違って承認や敬意が伴わないため
に根本的な欠陥を持つ、という議論がある。ロボットから承認や敬意を感じられる場合が

ある（そう感じる人がいる）ことをどう扱うかを考えず、人間の介護者だけがそれらを提

供できると考えたとしても、人間による介護にはそれらの反対にあたるネグレクトや蔑み

といったリスクもあり、ロボットにはそのリスクがない、という見方もできる点には留意

が必要であろう。 Sparrow, R. (2015, in press) Robots in aged care: a dystopian future? 
AI& Society.  



とえば同じような観点から、従順に飼い主を慕う犬のようなペットへの依存が

問題にされることもある。
10  

だが同時に、そのような対人関係の不快感や苦労を第三者が当事者に強いるこ

とにも、様々な問題があるだろう。ロボットによるケアは、少なくとも一面で

は、人間の欠点を補うものと捉えることに合理性があるように思われる。ロボ

ットの機能が高度になり、価格が低下するにつれ、「どのような人間であれ、介

護者としてはロボットよりはよい」と考える人は減るだろう。 

これをより一般化するなら、次のように言える。先に論じたように、人間の社

会にはすでに様々な異質な存在が入り込み、有用性を発揮しているし、ロボッ

トがそれらと比べて極端に異質であるとも考え難い。人間はそもそも本質的な

違いにこだわらない性質も持ち合わせている。そして、人間にとって他の人間

は幸せも不幸ももたらす両義的な存在であり、人間が常にロボットのような非

人間的な存在よりも優れているとは限らない。 

４．データと AI の生み出す知と人間の関係について 

高度に発達する AIは、判断の精度を増し、それが知のあり方に関して困難な問

いを提起すると筆者は考えている。これは部分的には、われわれが比較的信頼

をおいていた科学的な知の生産方法の模範とは異なる知の生産方法に直面する

ことに起因している。 

AI には、計算方法、計算能力、データという少なくとも三つの強味がある。人

間が簡単には解決できないようなものであっても、膨大な計算能力を駆使する

ことで解ける問題がある。計算方法はその計算能力を更に効率的に使うカギと

なる。 

ここまでがいわば CPU とプログラムの力に立脚した AI だとすれば、現在の AI

は記憶容量と、場合によっては通信速度の恩恵にもあずかって発展しているよ

うに思われる。すなわち、インターネット上などで大量に生成され・入手可能

になっている多様なデータを処理する事によって、またはそれに類する巨大な

データを入手・解析することによって、データを起点とした知の生成とでも呼

ぶべきアプローチをとれるようになっている。 

                                                   
10 佐久川 肇, 保住 芳美 (1999). 「老人とペットの関わりについて」『川崎医療福祉学会誌』
v.9 n.2 pp.145-148. http://id.nii.ac.jp/1163/00012483/ 



データを起点としたアプローチに関する比較的わかりやすい問題は、さまざま

な相関関係がデータに関して見つかる中で、それらを裏付ける理論が必ずしも

存在しないことである。
11 非常に膨大な数の経験則だけがわかっており、「なぜ

そうなのか」についての理解が伴っていない状態を生み出すことになるのでは

ないか。経験則の中には、データの偏りに起因するものや、偶然の積み重なり

が何か安定したパターンのように見えているだけのものも当然含まれているが、

それを判別することは容易とは限らない。
12 

この状態の危うさは、医学を例にとるとわかりやすいように思われる。データ

を起点として得られた知見のみに頼るということは、ある療法や食べ物や薬品

が効果を持つようだという経験則のみに頼って医学を実践することであり、そ

の根拠となる病理や治療効果の機序（メカニズム）がわからないままになる、

ということに喩られる。その中には、実際に期待通りの効果を持つものもある

だろうが、それ以外にも、経験した事例の偏りによるものもあれば、因果関係

があるように偶然見えているだけのものもあり、ほかの第三の要因のせいで相

関があるようなものも存在する。 

加えて、ディープラーニングと呼ばれるようなアプローチを通じてデータを解

析した結果には、人間から見て、不可解で合理的とは思えないデータの扱いも

含まれ得ることになる。どのような特徴に着目して様々な事象をまとめあげ、

それらの間に相関を見出していくかについて、AI は人間にとって不可解だが有

効なまとめ方をしていることもあり、また、明らかに間違ったまとめ方をして

いることもあり得る。その間違ったまとめ方は、判断の精度に悪い影響を与え

ていることも、影響を与えていない場合も、たまたまよい影響を与えているこ

ともありうる。これらの問題が仮にないとしても、大量で複雑なデータを解析

した結果は、複雑すぎるために人間が理解することが困難である、という可能

性もある。 

こうした難点をつなぎ合わせると、AI によって可能になるデータ起点の知は、

データにも、分析に用いる手法にも問題があり、分析結果を吟味することも難

                                                   
11 Boyd, D., & Crawford, K. (2012). Critical questions for big data: Provocations for a 
cultural, technological, and scholarly phenomenon. Information, Communication & 
Society, v.15(5), pp.662-679.; Kitchin, R. (2014). Big Data, new epistemologies and 
paradigm shifts. Big Data & Society, 1(1), pp.1-12.; González�Bailón, S. (2013). Social 
science in the era of big data. Policy & Internet, 5(2), 147-160. 
12 Tufekci, Z. (2014). Big Questions for Social Media Big Data: Representativeness, 
Validity and Other Methodological Pitfalls. Eighth International AAAI Conference on 
Weblogs and Social Media.; Fan, J., Han, F., & Liu, H. (2014). Challenges of big data 
analysis. National Science Review, v.1(2), pp.293-314. 



しいことがありうるという、人間にとっては何とも厄介な代物である。このよ

うな難点が今後解消されるのかどうかは、AI 技術の発展動向によるため、筆者

にはわからない。仮に解消されないとしたらどうなのかを考えてみる。 

個々人の事実認識に何が影響を与えるかを考えると、噂や権威、経験則や俗信、

様々な誇張・誤解の種を含むマス・メディアや、占いや宗教など、様々な要因

が現に働いている。そもそも、科学的に調査され、慎重に表現された事実関係

に接しても人はそれを正しく受け止めることが得意というわけではない。一面

では、データを起点にした知は、この人間の知のあり方と比べてそれほど悪い

ものではないのではないか、ということも考えられる。扱うデータも怪しいも

のがいろいろ混じっているし、それを処理する仕方にも覚束ないところがある

し、結果を評価・批判することも難しい。ただし、社会の中で流通する知の中

で科学的な研究を通じて生成された知は影響力を持っているし、その部分が上

記のような難点を含むものになってしまうことは、それを受け取る個々人のプ

ロセスに難点があることとは同一視できない部分があるだろう。 

では、科学的な研究を通じて生み出されてきた知と、データ起点の知との間に

はどの程度の差があるだろうか。従来科学的な研究のモデルとして扱われてき

た感のある仮説検証型の手続きは、データを起点にした知に比べると、データ

（をもたらす標本）が母集団を代表するものとなるように努める点で多少異な

っている。だが、現実にその目標が達成できているかというと、そうでもない

分野はある。社会科学の分野ではアンケート調査を実施する際にウェブのモニ

ター調査が用いられる、郵送方式では回収率が20%程度にとどまることもあるな

ど、代表性の確保がうまくいかないケースも多い。
13 これらを補うために複数

の異なるアプローチを採用した研究の結果が合致するかどうかに留意するとい

ったことも起こるが、これがどの程度精度を改善するか推定できることは稀で

ある。ビッグ・データの解析に基づく知見を複数突き合わせる、あるいは他の

アプローチによって得られた知見との合致を見る、といったアプローチとそれ
                                                   
13 以下の文献では、回収率は通常 20-40%とされることが述べられている。与謝野有紀 
(2005)「郵送調査回収率の計量分析」『奈良大学紀要』v.27 pp.191-205. ただし、工夫によ
ってより高い回収率が達成できるという指摘はこれを含め存在する。萩原 剛, 太田裕之, 
藤井 聡 (2006)「アンケート調査回収率に関する実験研究: MM 参加率の効果的向上方策に
ついての基礎的検討」『土木計画学研究・論文集』v.23(1)，pp.117-123; 海野 道郎, 篠木 幹
子, 工藤 匠(2003) 「社会調査における実査体制と回収率: Gomi調査の経験から」『社会と
調査』v2,pp.43-68.http://jasr.or.jp/asr/asrpdf/asr02_040.pdf; 松田 映二(2014)「調査の信
頼性を取り戻すために:埼玉大学社会調査研究センターの役割」政策と調査 v.6 pp.3-37. 
ssrc.saitama-u.ac.jp/PDF/政策と調査	
 ６号.pdf ただし、この松田の論には回収率が 70%
程度であっても、調査に協力する者に偏りがある場合には問題が発生することの指摘も含

まれる。 



ほど大きく異なるわけではないように思われる。また、理論が不在のままに経

験則が先行する、という事象についても、ICT関連では生産性のパラドックス問

題が理論と経験則のかい離として存在して来たこと、ICTを含む技術史の中でも

扱われるような経済のサイクルについても必ずしも周期性の仕組みが説明され

ていないこと、などビッグデータ解析以前からさまざまな例があることを考え

れば、程度の問題ではある。膨大な知見を扱うことが人間の能力を超える、と

いう問題についても、例えばシミュレーション研究のような現実の事象のデー

タ解析とは必ずしも結びつかない領域においてもそのような現象が生じている

ことを考えるなら、新しい事態とも言えない。自然科学の一部では論文の公開

件数の急激な増大から、そもそも研究者が分野の知見を十分に吸収できないっ

といった問題が指摘されることもあった。 

研究の実務面を離れて理論的な難しさを考えても、データの偏りについての知

識がないことについての悩みは、従来型の科学的研究にも見出せるように思わ

れる。代表性のあるデータを得るためには、そもそも母集団をいくつかのグル

ープに分けて考えなくてもよいのかどうかについて知っている必要があるが、

これには困難がつきまとう。 

より根本的な視点から、科学的な研究がどうして他の知の生産方法に比べて優

れているのか、といった点について研究の手続き面だけに着目して答えを出す

ことは難しいのではないかというのが、ここ数十年の科学哲学等の論争からは

出てくる。科学に何かの正当性があるとすれば、それは研究者コミュニティの

あり方や職業倫理などより社会的な要素、いわば知の生産・流通に関するガバ

ナンスの側面を含んだ理由によるのではないか。データを起点とする知が高度

な AIによって生み出される場合にも、それが手続き的に持っている難点は従来

の科学的研究と比べてそれほど問題が大きくはないかも知れない。
14 むしろ科

学研究のガバナンスの仕組みのような社会的側面を考えた場合に、高度な AIや、

それが扱う巨大で複雑なデータを従来のガバナンスの中で扱うノウハウを持ち

合わせていないのではないか、という点が気がかりである。その一方では、デ

ータ起点の知というのは経験則の類であって、知としてはやや中途半端なもの

に過ぎないといった認識さえ手放さなければ、その知を過信して社会がゆがむ

                                                   
14 これまでに挙げた点の他にも、データへのアクセスが偏っていることを指摘する議論が
あるが、これはフィールド調査や事例調査には典型的な問題であり、また医薬品の効果に

ついての実験研究でも大きな懸念となってきたものである。深刻な問題であることを否定

するものではないが、データ起点の知に固有とはいいがたい。 Manovich, L. (2011). 
Trending: the promises and the challenges of big social data. Debates in the digital 
humanities,  ed. M. K. Gold, The University of Minnesota Press, Minneapolis, MN. 
pp.460-475. 



リスクは、これまでと比べて特段大きくなるわけではないかも知れない。ただ

しそのように考える場合でも、データ解析を活用するのが科学者コミュニティ

に属する者だけではなく、企業にも多いのではないか、という点は特に留意が

必要かも知れない。後述するように、データを保有するのがおおむね大手コン

グロマリット企業のみにとどまり、研究者も概ねそれらの企業内で活動するに

とどまる可能性がとしたら知の生産や流通にどのような影響を与えることにな

るのか、という可能性は検討に値するように思われる。
15 

５．データと計算能力をめぐる競争とイノベーションの構造 

本稿で最後に検討したいのは、規制・政策の問題である。まず産業の構造に関

する疑問がある。データと計算能力を活用する事業には、かなりの程度規模の

経済が働くのではないか。すなわち、収集するデータの量や、動員する計算能

力の規模が、かなりの程度、事業の競争力を左右するのではないか。また、一

部の消費者向けサービスでは消費者からのデータの収集・解析がサービスの質、

事業者の生産性などを通じて競争力を大きく左右することになり、結果として

独り勝ちの傾向があるのではないか。もしそうだとすると、そのような産業に

は、自然に独占が成立しやすい性向が見られ、政府による介入が望ましいとい

うことになるだろうか。 

独占は必ずしも経済にとって損失になるとは限らないと考える根拠が、経済学

的には複数存在している。その中でも関連がありそうなものをいくつか述べて

みると、事業に要する投資が大きいなど一定の条件が満たされる場合には、市

場の事業者数は過多になりうる。また、国際的競争を考えるなら、国内に大手

企業が立地し、その資本力などを活かして海外でも活躍することが国内経済に

とって望ましいという考え方もある。独占的な勝者が出現するとしても、それ

を別の独占的な事業者が置き換える可能性があるから、介入をしないという考

え方もある。Facebookや Googleは現在はディープラーニングの主要な研究者を

擁し、データや計算能力を備えた強力な事業者だが、SNSはしばしば人気プラッ

トフォームの交代が起こってきた歴史がある。Google はウェブの検索エンジン

として優位だが、Facebook のようなサイト内での検索や、有料コンテンツの検

索、モバイル分野でのアプリなど、検索が届きにくい領域は拡大している。検

索エンジンの市場自体が、インターネットや、通信ネットワークの利用者全体

という広い文脈の中では相対的に小さい影響力しか持たず、ほかのサービスで

                                                   
15 Manovich, L. (2011). Trending: the promises and the challenges of big social data. 
Debates in the digital humanities,  ed. M. K. Gold, The University of Minnesota Press, 
Minneapolis, MN. pp.460-475. 



代替されうる可能性があることを思えば、安泰ではないかも知れない。より重

要なことは、政府なり司法なりがこの判断を的確に下すことが難しいために、

政府介入が弊害をもたらす可能性を持つという点であろう。 

また、市場が一時的に独占的な状態になったとしても、参入の可能性が残され

ていればよいという可能性がある。事業にとって重要な技術の進展が早ければ、

先発の事業者が投資を回収するよりも前の段階で後発の事業者が最新の技術を

活用したより効率的な事業インフラを構築し、それによって強力な競争相手に

なりうる、ということも考えられよう。あるいはまた、情報サービスの領域で

は、二面市場、多面市場、プラットフォームと呼ばれるような構造の市場を扱

うことによって、ある市場においては収益をあげなくても、別の密接した市場

によって収益をあげられることで事業として成立することがある。より広くは、

市場を単独で考えた場合の事業採算性が成り立たなくても隣接する市場での利

潤が得られる見込みがあれば、参入が可能な場合があるということである。

（Apple が iPod の売り上げから利潤を得るため楽曲の売り上げからの利潤につ

いては軽視することが可能であった、あるいは Amazon が Kindle の売り上げか

ら利潤を得るため、電子書籍自体の利潤については軽視することが可能であっ

た、といった事例がわかりやすいだろう。）技術革新との関連であれ、プラット

フォーム戦略との関連であれ、新規参入の脅威があれば、既存の独占的な事業

者であっても、価格を不当に釣り上げるなどの行為をしづらくなる（そうした

行為があると、新規参入を招いてしまうリスクが高まるあため、自制する）。 

オンラインサービスの中には無料で提供されているものも多く、その点では独

占の弊害は出にくいと考えることもできる。そもそも、データとその解析に基

づく事業者として独占的なシェアを持っていても、中長期的にはほかの手段に

よって同じ市場ニーズに応える事業が現れることで競争に負けるということも

あり得るかも知れない。ほかにもいろいろと理由は考えられるが、政府による

介入が望ましいかは、市場の競争状態だけでなく、初期投資の規模、国際競争

の余地、技術の進展の速度、事業モデル上の選択の幅など様々な要因に左右さ

れる。これらはかなり個別具体的な検討を必要とするものであり、本稿ではそ

の準備がないが、今後の課題としては重要であると考えられる。 

独占的な事業者が存在する場合に、その事業者に対してどのような規制を課す

かについても、いくつかのレパートリーが考えられる。隣接する市場への市場

支配力をてこにした事業展開を規制すること、同業他社に対して事業の基盤と

なるインフラへのアクセスを合理的な価格で提供する義務を課すこと、などが

すぐに思い浮かぶところである。通信政策の文脈では前者はネットワーク中立



性の政策として、後者は通信インフラへのオープンアクセスやアンバンドリン

グ政策として実施されて来たものである。前者は米国の経験を参照する限り、

技術や事業モデル上の詳細な知識を必要とする傾向にあり、実施・運用が困難

になりがちだという難点がある。アルゴリズムの中立性などを確保するための

手段によってはイノベーションの鈍化を招くことも考えられるだろう。後者は

日本や欧州で運用されて来ているが、実証研究を参照する限りでは、設備投資

やそれに基づいた競争を促す効果がかなり限定されている可能性もある。成功

させることが難しい政策であるともいえるだろう。
16 

規模の経済性と併せて疑問に思うのは、データはしばしば異なる分野での掛け

合わせを通じて価値を生み出すと言われることや、ディープラーニングのよう

な解析のアプローチにある程度汎用性があり、またそれを稼働させる計算能力

にはかなり高い汎用性があるということだ。そこから、規模の経済だけではな

く、範囲の経済も成立するのではないか、という疑問が浮かぶ。範囲の経済が

大きいとすると、さまざまなデータを集約し、大規模な計算能力を動員するコ

ングロマリットが競争上有利になる。 

コングロマリットはそれ自体としては問題ない。それが規模の経済と組み合わ

さる場合に、そもそもデータの流通やひいては二次利用が起こりにくくなるの

ではないか、というのが懸念である。データ解析に関する研究は大手コングロ

マリットの中で行われ、外部の者にはほどんどその成果が共有されることがな

いとしたら、これは社会にとって最適な形だろうか？それよりも、ビジネスモ

デルも多様な事業者が、さまざまなデータを解析し、あるいは解析方法につい

て研究し、その結果について社会が広く享受する方が、社会全体としては大き

な恩恵を受ける可能性がある。知識や情報はしばしば外部経済性と呼ばれるよ

うな、対価を支払わない者に対しても恩恵を与えるという性質によっていて、

その効果の中にはイノベーションの重要な源泉になると考えられているものも

ある。 

範囲の経済性を考える上で注目に値すると思われるのが、データの取引をめぐ

る費用の高さである。データは情報の価値によって成り立つような財がしばし

ばそうであるように、実際に使ってみるまではその価値が高いか低いかが見定

めにくいという性質を持つ。データを解析し、ほかのデータと掛け合わせるこ

とで、自社の事業なり意思決定なりに重要な貢献をするかどうかがようやくわ

かる。だが、データの買い手としては、そのようなことが判明する前にデータ

                                                   
16 渡辺智暁(2009)「回線開放政策は有効なのか」『智場』v.113. pp.19-28. 



を購入するかどうかの決定を迫られる。データには市場価格に関する相場とい

うものがあまり存在しておらず、生産原価を考えようにも、ほかの活動の副産

物であったり、原価がゼロに近い場合もある。ならば売り手側は安価にデータ

を提供してもよさそうなものだが、一方ではデータが大きな価値を秘めている

可能性があるという期待があり、また第三者の個人情報の合意なき提供にあた

ってしまうのではないか（あるいはそうであると誤解され、評判が落ちるので

はないか）などといった懸念を払拭するコストが高い場合もある。つまり、売

り手、買い手両側にデータの取引を阻害する要因があり、そもそもビッグデー

タによるイノベーションや事業の高度化といった可能性への期待の高さもその

阻害要因の中に入っているようでもある。このような事態がある場合には、組

織をまたぐデータの取引と組織内でのデータの結合の相対的コストの差が大き

くなり、複数分野にまたがるデータの集積・解析を推し進める要因になる可能

性があるのではないか。 

このような問いは、前節で述べた、知の生産と流通に関するガバナンスの観点

からも重要な問いだと筆者は考えている。それに加えて、この問題は、経済的

な再配分政策を考える場合にも重要な問いになるように思われる。高度な AIや

それを備えるロボットや、それらにデータを提供するセンサー群が誰によって

所有されることになり、そこから生み出される富は誰によって所有されること

になるだろうか。答えが特定少数のコングロマリット企業であり、そこからは

特許の申請も研究発表もあまり世に出ないとすれば、その経営者や従業員、株

主はよいとしても、ほかの者はそこから生み出される富の配分にはあずかりに

くくなるだろう。税金と再配分政策によってこの問題を解決しようとした場合

には、企業が日本に立地しなくなるリスクや、現在既に問題とされているよう

な租税回避の取り組みをどのように扱えるのか、という問題が浮上しよう。 

そして、このような事態を想定する場合に参考になる取り組みとして考えられ

るのは、ヒトゲノムの解明にあたって取り交わされた情報の公開原則であろう。

ヒトゲノムの情報は企業セクターを含めた研究者の間でバミューダ合意（また

はバミューダ原則）と呼ばれる合意が形成されたことで迅速に公開され、自由

に再利用できる資産となった。データの独占や特許化に関する弊害を考慮して

データのオープン化を実現するという取り組みとしては、示唆があるが、基礎

研究分野のデータではない領域にこれをどの程度まで拡大できるのか、また、

データさえオープンにすればよいのか、解析アルゴリズムについても何らかの

オープン化が望ましいのか、などデータと AIとロボットの活用が起こる様々な

領域を想定した場合に検討するべき点は多いように思われる。 



実際には、データや計算能力をめぐる規模や範囲の経済性、そのほかの経済的

特性は領域によって異なる可能性が高くなり、事前に包括的な予想をすること

は難しいだろう。 

むすび 

最後に、本稿の主要な論点を改めて整理し、むすびとしたい。 

AI を備えたロボットがどの程度人間に似るかと言えば、人間の本性について人

間自身がわかっていない面があるために断言できない部分も残る。ただし、そ

のような不明瞭さにも関わらず、人間は虚構の存在や、動物や、法人などをす

でに様々な文脈で活用する形で社会を営んでいる。ロボットについても同様の

扱いが起こるとしても不思議はない。 

AI とデータによって生み出される知には、データの偏りや分析結果の膨大さや

不可解さ、理論的な裏付けの欠如など様々な欠陥が含まれる可能性がある。こ

のような認識はいわゆるビッグ・データ解析への過剰な期待を正す上では有益

だが、従来の科学の営みやその規範とされている手続きにも難点はあり、ビッ

グ・データのもたらす知見を抜本的に軽視・否定するほどの理由にはならない。 

ここまでの論点は、いわば、新しく、異質なものを排除する必要はなく、われ

われは既に異質なものを含み、大小さまざまの問題を含みながら社会を営んで

きたことを振り返れば、データと AIとロボットの浸透も、方向性の違いなどは

あれど、社会を大きな危機に陥れるようなものではない、というものである。

ロボットや AIといった存在に対してわれわれ自身をオープンにすることは、そ

れほど恐れるべきことではないか、という議論だと言ってもよい。 

AI とデータによってもたらされる知は、特定少数の事業者によって研究され、

開発され、社会には流通されない可能性もある。そのようなことがどのような

分野でどの程度起こりやすいかについては具体的な研究をせずに推測しがたい

部分がある。ここでも、巨大なコングロマリットであればそれを警戒して規制

をするといった対応が適切とも限らない。大きなシェアを持つ事業者やコング

ロマリットが弊害をもたらさない（場合によってはより多くの便益をもたらす）

可能性も多く指摘されているためだ。 

だが、知が広く流通しない可能性については、社会が知の生産・流通から受け

る潜在的な恩恵の大きさを考えると、懸念材料ではある。AI とデータから生み

出される様々な知は、他の科学的な知と同様に、適切なガバナンスなしには妥



当性の担保が弱くなる。加えて、そのような知の生み出す富がどのように再分

配されるべきか、という政策に関わる大きな検討課題にも、この問題は結びつ

いている。そのような理由から、いくつかの分野で、何らかのオープン化の措

置が必要な可能性は考えられるが、その具体的な設計については困難も多く予

想される。 
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